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４
月
29
日
（
日
）、
春
の
日
差
し
と
潮

風
が
心
地
よ
い
松
林
の
中
で
、
今
年
も

柏
原
大
相
撲
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
12
月
25
日
に
完
成
し
た
相
撲

場
屋
根
設
置
の
落
成
式
が
行
わ
れ
た
他
、

日
本
相
撲
協
会
か
ら
千
代
丸
関
と
千
代

鳳
関
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
招
き
し
、
例

年
よ
り
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

土
俵
で
は
、
小
さ
い
子
ど
も
が
大
き
い

子
ど
も
に
立
ち
向
か
う
勇
ま
し
い
姿
や
、

負
け
て
目
頭
を
熱
く
し
て
悔
し
が
る
姿
が

観
客
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
少
年
相
撲
を

始
め
、迫
力
あ
る
高
校
生
相
撲
な
ど
、様
々

な
相
撲
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
は
終
始

拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

乳
幼
児
健
康
祈
願
土
俵
入
り
で
は
、
小

さ
な
赤
ち
ゃ
ん
達
が
次
々
に
千
代
丸
関
と

千
代
鳳
関
の
大
き
な
手
に
抱
か
れ
、
鯉
の

ぼ
り
や
大
漁
旗
が
風
に
な
び
く
大
き
な

空
に
向
か
っ
て
高
く
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
恒
例
の
町
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
で
あ
る
『
柏
原
相
撲
甚
句
踊

り
』
で
は
、
華
や
か
な
衣
装
を
身
に
ま

と
っ
た
女
性
た
ち
が
三
味
線
の
音
と
唄

に
合
わ
せ
て
迫
力
あ
る
演
技
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

最
後
の
抽
選
会
で
は
、
ピ
ー
マ
ン
、

き
ゅ
う
り
を
始
め
、
当
日
水
揚
げ
さ
れ

た
鮮
魚
な
ど
、
様
々
な
町
の
特
産
物
が
準

備
さ
れ
ま
し
た
。
当
選
し
、
自
分
の
体

と
同
じ
ほ
ど
の
大
き
さ
の
品
物
を
受
け
取

る
子
ど
も
た
ち
の
嬉
し
そ
う
な
表
情
は
、

こ
の
日
一
番
輝
い
て
い
ま
し
た
。

乳幼児健康祈願土俵入り乳幼児健康祈願土俵入り 少年相撲少年相撲高校生相撲高校生相撲

千代鳳関（左）と千代鳳関（左）と千代丸関（右）千代丸関（右）

柏
原
大
相
撲

柏
原
大
相
撲
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商品を受け取る嬉しそうな参加者商品を受け取る嬉しそうな参加者

柏原相撲甚句踊り柏原相撲甚句踊り

落成式が行われた落成式が行われた相撲場屋根相撲場屋根

町町相撲連盟相撲連盟中村会長の謝辞中村会長の謝辞 宮原町長あいさつ宮原町長あいさつ
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一般会計
予算額 51億 967 万 4千円

歳　入 町　税 地方交付税 町　債 県支出金 国庫支出金 繰越金 地方消費税
交　付　金 その他 計

予 算 額 845,477 1,439,852 734,573 476,372 348,576 230,037 112,767 922,020 5,109,674

収入済額 954,938 1,533,694 140,673 403,548 341,327 230,037 112,767 701,141 4,418,125

収 入 率 112.95% 106.52% 19.15% 84.71% 97.92% 100.00% 100.00% 76.04% 86.47%

平成29年度下半期（10月～３月）

　地方自治法第 243 条の３の規定及び東串良町財政事情の作成及び公表に関する条例の定めるところによ
り、平成 29 年 10 月 1 日から平成 30 年３月 31 日までの期間における本町の財政事情についてのあらま
しを公表します。
　この公表は、毎年２回、町民の皆さんに町の財政がどのような状態にあり、皆さんから納めていただい
た税金などが町のためにどのように使われているかを知っていただき、町政について一層の理解を深めて
いただくため、お知らせしているものです。
　なお、公表の数値は平成 30 年３月 31 日現在のものです。

町の財政状況を公表します町の財政状況を公表します

42億3,419万3千円
（執行率：82.87%）歳　出 44億1,812万5千円

（収入率：86.47%）歳　入

歳　出 農林水産業費 教育費 民生費 総務費 土木費 衛生費 公債費 その他 計

予 算 額 432,415 397,788 1,219,562 1,366,456 334,208 347,886 472,241 539,118 5,109,674

支出済額 354,697 329,015 1,131,690 915,932 262,956 329,832 426,622 483,449 4,234,193

執 行 率 82.03% 82.71% 92.79% 67.03% 78.68% 94.81% 90.34% 89.67% 82.87%

（単位：千円）

歳　出
42億3，419万3千円
（執行率：82.87%）

農林
水産業費

8.4% 教育費
7.8%

民生費
26.7%

総務費
21.6%

土木費
6.2%

衛生費
7.8%

公債費
10.1%

その他
11.4%

地方消費税
交付金
2.6％

歳　入
44億1,812万5千円
（収入率：86.47%）

町　税
21.6％

町債
3.2％

県支出金
9.1％

国庫支出金
7.7％

繰越金
5.2

その他
15.9％

地方交付税
34.7％
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土地
　　　   331,666㎡

建物
50,202㎡

山林
958,936㎡

有価証券・出資金
              23,840 千円

貸付金・基金
2,202,225 千円

区　分 調定額 収入済額 収入率
町 民 税 250,360 240,223 95.95%

固定資産税 666,248 645,333 96.86%

軽自動車税 31,688 27,993 88.34%

たばこ税 44,556 41,389 92.89%

合 　 計 992,852 954,938 96.18%

町税の収入状況
（単位：千円、％）

区　分 金　額

一
般
会
計

政府資金（財務省） 3,465,607
地方公共団体金融公庫 943,074

その他の金融機関 285,672

保険会社等 225,962

その他（振興資金） 26,830

簡易水道 461,196

合　　計 5,408,341

（単位：千円）
町債（町の借金）の現在高

特別会計（単位：千円）（単位：千円）

科　　目 収入済額
後期高齢者医療保険料 52,818
繰 入 金 41,625
そ の 他 1,279
合 計 95,722

科　　目 支出済額
後期高齢者医療広域連合納付金 92,434
総 務 費 149
そ の 他 566
合 計 93,149
執行率  98.16％収入率  100.87％

後期高齢者医療後期高齢者医療 予算額 94,895 千円

科　　目 支出済額
簡易水道費 146,889
公 債 費 13,173

合 計 160,062

科　　目 収入済額
事 業 収 入 64,588
繰 入 金 6,500
繰 越 金 48,526
そ の 他 95,051
合 計 214,665

簡易水道簡易水道 予算額 237,938 千円

執行率  67.27％収入率　90.22％

科　　目 収入済額
サービス収入 2,550
繰 入 金 2,200
繰 越 金 1,853
合 計 6,603

科　　目 支出済額
総 務 費 3,227
諸 支 出 金 1,853

合 計 5,080

執行率  86.62％収入率  112.58％

予算額 5,865 千円介護保険（サービス事業）介護保険（サービス事業）

町有財産の現在高

科　　目 支出済額
保険給付費 764,162
総 務 費 12,891
諸 支 出 金 7,800
そ の 他 19,703

合 計 804,556
執行率  82.60％収入率  99.84％

介護保険（保険事業）介護保険（保険事業） 予算額 973,992 千円
科　　目 収入済額

保 険 料 144,655
支払基金交付金 219,833
国庫支出金 259,140
繰 入 金 128,643
そ の 他 220,160
合 計 972,431

科　　目 収入済額
国民健康保険税 251,018
国庫支出金 271,806
繰 入 金 101,794
そ の 他 612,197
合 計 1,236,815

科　　目 支出済額
保険給付費 732,993
後期高齢者支援金 117,112
共同事業拠出金 314,317
そ の 他 75,036
合 計 1,239,458
執行率   89.10％収入率   88.91％

国民健康保険国民健康保険 予算額 1,391,085 千円

証　券

▶ 

今
年
３
月
に
完
成
し
た

　

 

防
災
セ
ン
タ
ー
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母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

医
療
機
関
な
ど
で
の
検
査
の
結

果
、
妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
、
で
き

る
だ
け
妊
娠
11
週
以
内
に
妊
娠
の

届
出
を
し
て
、
母
子
健
康
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

母
子
健
康
手
帳
は
、
母
子
の
健

康
や
発
育
・
発
達
、
予
防
接
種
の

記
録
帳
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。

妊
婦
健
康
診
査

　

妊
婦
の
疾
病
異
常
の
早
期
発
見

と
早
期
治
療
を
図
る
た
め
、
妊
婦

健
康
診
査
を
医
療
機
関
等
に
お
い

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

委
託
医
療
機
関
等
に
お
い
て
妊

娠
期
間
中
に
14
回
を
限
度
と
し

て
、
妊
婦
健
康
診
査
が
無
料
で
受

診
で
き
ま
す
。

ペ
ン
ギ
ン（
両
親
）学
級

　

４
回
を
１
ク
ー
ル
と
し
て
、
妊

婦
及
び
夫
婦
を
対
象
に
、
妊
娠
・

出
産
・
育
児
に
つ
い
て
一
緒
に
学

習
す
る
ほ
か
、
友
だ
ち
づ
く
り
や

情
報
交
換
の
場
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。（
年
12
回
）

シ
ャ
ボ
ン
玉
教
室

（
２
歳
・
２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診
）

　

２
歳
０
〜
２
か
月
児
、
２
歳
６

〜
８
か
月
児
を
対
象
に
、
歯
科
健

診
、
フ
ッ
素
塗
布
及
び
歯
科
保
健

指
導
を
行
い
ま
す
。
保
護
者
の
歯

周
病
チ
ェ
ッ
ク
も
希
望
者
に
実
施

し
て
い
ま
す
。（
年
４
回
）

３
歳
児
健
診

　

３
歳
３
〜
５
か
月
児
を
対
象

に
、
精
神
発
達
等
の
確
認
及
び
検

尿
・
視
聴
覚
検
査
を
行
い
、
疾
病

の
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
歯
科
健
診
、
フ
ッ
素
塗
布

及
び
歯
科
保
健
指
導
も
行
い
ま
す
。

保
護
者
の
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
も
希
望

者
に
実
施
し
て
い
ま
す
（
年
４
回
）

　町では、子どもたちの健全育成や子育てしやすい環境づくりのため、様々な
子育ての負担を軽減できる各種制度があります。ぜひご利用ください。

子育て

ススククススクク情報情報

妊
産
婦
・
新
生
児
訪
問
指
導

　

妊
産
婦
及
び
新
生
児
を
対
象

に
、
訪
問
を
行
い
ま
す
。

乳
児
健
診
・

　
　
　

７
か
月
児
健
診

　

生
後
３
〜
５
か
月
、
６
〜
８
か

月
の
乳
児
を
対
象
に
、
発
育
・
発

達
の
確
認
と
疾
病
等
の
早
期
発
見

を
図
る
こ
と
及
び
育
児
等
に
関
す

る
相
談
を
行
い
ま
す
。（
年
６
回
）

乳
児
一
般
健
康
診
査

　

生
後
９
〜
11
か
月
児
の
乳
児
を

対
象
に
、
委
託
医
療
機
関
に
お
い

て
健
康
診
査
が
無
料
で
受
診
で
き

ま
す
。

１
歳
６
か
月
児
健
診

　

１
歳
６
〜
８
か
月
児
を
対
象

に
、
運
動
機
能
・
精
神
発
達
等
の

確
認
及
び
疾
病
等
の
早
期
発
見
に

努
め
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
の

自
立
、
栄
養
等
育
児
に
関
す
る
相

談
等
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歯
科
健
診
、
フ
ッ
素
塗
布

及
び
歯
科
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

保
護
者
の
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
も
希
望

者
に
実
施
し
て
い
ま
す
。（
年
４
回
）

東東 くく ののしし らら
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母
子
健
康
相
談

　

乳
幼
児
の
身
体
測
定
及
び
保
健

指
導
等
を
行
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
健
康

等
に
つ
い
て
心
配
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。（
偶
数
月
に
開
催
）

は
み
が
き
教
室

　

６
歳
臼
歯
の
生
え
る
前
・
永
久

歯
に
生
え
変
わ
る
前
の
４
歳
６
〜

11
か
月
児
を
対
象
に
、歯
科
集
団
・

個
別
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
育
児
・
発
達
相
談
に
も

応
じ
ま
す
。（
年
２
回
）

フ
ッ
素
洗
口

　

町
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
に
通
っ

て
い
る
満
３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
を

対
象
に
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
フ
ッ

素
洗
口
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
各
園
で
希
望
す
る
対
象
児
に
行
っ

て
い
ま
す
。）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

青
葉
保
育
園
内
に
あ
る
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
館
に
お

い
て
、
室
内
で
の
遊
び
場
の
提
供

や
園
庭
開
放
、
育
児
相
談
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

０
歳
か
ら
就
学
前
の
お
子
様
を

お
持
ち
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
、

無
料
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ひ
ま
わ
り
館

（
☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

１
５
５
５
）

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

認
可
保
育
所

　

保
護
者
が
仕
事
、
病
気
、
病
人

の
介
護
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
児
童
の

保
育
を
で
き
な
い
場
合
に
保
護
者
に

代
わ
っ
て
保
育
す
る
施
設
で
す
。

　

保
育
料
は
、
児
童
の
年
齢
及
び

そ
の
世
帯
に
お
け
る
住
民
税
額
等

で
異
な
り
ま
す
。

【
東
串
良
町
内
の
保
育
所
】

　

青
葉
保
育
園　

定
員　

80
人

　

豊
栄
保
育
園　

定
員　

80
人

　

柏
原
保
育
園　

定
員　

70
人

　
　放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

保
育
所
等
の
施
設
で
、
放
課
後

や
土
曜
日
の
昼
間
な
ど
保
護
者
の

い
な
い
家
庭
の
小
学
校
低
学
年
児

育
成
医
療

　

18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
で
、
身

体
の
障
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
指

定
医
療
機
関
で
手
術
等
を
受
け
る

必
要
が
あ
る
時
に
医
療
費
の
助
成

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

自
己
負
担
は
医
療
費
の
１
割

で
、
所
得
に
応
じ
上
限
額
が
設
定

さ
れ
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
及
び

２
級
の
方
、
療
育
手
帳
の
Ａ
１
・

Ａ
２
・
Ｂ
１
（
知
能
指
数
35
以
下
）

の
方
、
及
び
身
体
障
害
者
手
帳
３

級
で
か
つ
療
育
手
帳
Ｂ
１
・
Ｂ
２

（
知
能
指
数
50
以
下
）
の
重
複
障

害
の
あ
る
方
を
対
象
に
保
険
診
療

に
よ
る
自
己
負
担
分
を
全
額
助
成

し
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
金

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
又
は
母
及

び
児
童
、
並
び
に
父
母
の
な
い
児

童
に
か
か
る
医
療
費
の
う
ち
、
保

険
診
療
に
よ
る
自
己
負
担
分
を
全

額
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
期
間
は
、
該
当
す
る
児
童

が
18
歳
に
な
っ
た
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
（
父
又
は
母
の

童
等
を
お
預
か
り
し
、
遊
び
を
主

と
す
る
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

青
葉
・
豊
栄
児
童
ク
ラ
ブ

【
開
設
時
間
】　

　

平　

日　
　

下
校
後
〜
19
時

　

土
曜
日　

　

７
時
〜
19
時

　

長
期
休
暇　

７
時
〜
19
時

柏
原
児
童
ク
ラ
ブ

【
開
設
時
間
】　

　

平　

日　

13
時
〜
18
時
30
分

　

土
曜
日　

７
時
30
分
〜
18
時
30
分

　

長
期
休
暇

　

７
時
30
分
〜
18
時
30
分

養
育
医
療

　

養
育
の
た
め
病
院
又
は
診
療
所

に
入
院
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る

未
熟
児
（
生
ま
れ
た
と
き
の
体
重

が
２
，０
０
０
グ
ラ
ム
以
下
の
赤

ち
ゃ
ん
、あ
る
い
は
健
全
な
赤
ち
ゃ

ん
よ
り
生
活
能
力
が
著
し
く
劣
っ

て
お
り
、
家
庭
で
保
育
す
る
こ
と

が
難
し
く
、
医
師
が
入
院
治
療
を

必
要
と
認
め
た
赤
ち
ゃ
ん
）
は
、

県
が
指
定
し
た
医
療
機
関
に
入
院

し
治
療
し
た
場
合
に
、
必
要
な
医

療
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

場
合
は
末
子
が
該
当
す
る
期
間
ま

で
）
で
す
。

児
童
手
当

　

児
童
手
当
は
、
父
母
そ
の
他
の

保
護
者
が
子
育
て
に
つ
い
て
の
第

一
義
的
責
任
を
有
す
る
と
い
う
基

本
的
認
識
の
下
に
、
児
童
を
養
育

し
て
い
る
者
に
児
童
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
等
に
お

け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児

童
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

支
給
期
間

　

生
ま
れ
た
日
の
翌
月
か
ら
15
歳

に
な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
）

支
給
額
（
月
額
）

３
歳
未
満
の
児
童

＝
月
額
１
５
，
０
０
０
円

３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　

第
１
子
・
第
２
子

＝
月
額
１
０
，
０
０
０
円

　

第
３
子
以
降

＝
月
額
１
５
，
０
０
０
円

　

中
学
生＝

月
額
１
０
，
０
０
０
円

　

特
例
給
付

＝
月
額　

５
，
０
０
０
円

7 2018.6　広報東くしら



生
児
が
出
生
す
る
以
前
か
ら
本

町
に
３
年
以
上
住
所
を
有
す
る

こ
と
。

※ 

た
だ
し
、
新
生
児
が
出
生
す
る
以

前
の
、
養
育
者
が
住
所
を
有
す
る

期
間
が
、
要
件
に
満
た
な
い
場
合

は
、
要
件
の
期
間
に
達
し
た
と
き

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

● 

申
請
時
に
当
該
新
生
児
が
生
存

し
て
い
な
い
と
き
。

● 

出
生
届
を
行
う
前
に
養
育
者
が

転
出
の
届
出
を
し
た
と
き
。

● 

新
生
児
誕
生
後
、
そ
の
新
生
児

が
14
日
以
内
に
死
亡
し
た
と
き
。

● 

新
生
児
の
世
帯
が
町
税
や
負
担
金
、

使
用
料
等
を
滞
納
し
て
い
る
と
き
。

● 

そ
の
他
、
町
長
が
適
当
で
な
い

と
認
め
る
と
き
。

出
産
育
児
一
時
金

　

妊
娠
12
週
以
上
で
出
産
し
た
と

き
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
か

ら
、子
供
１
人
に
つ
き
42
万
円（
こ

の
う
ち
1.6
万
円
は
産
科
医
療
補
償

制
度
の
保
険
料
）
が
出
産
育
児
一

時
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
在
胎
週
数
が
22
週
未

満
で
「
産
科
医
療
補
償
制
度
」
の

加
算
の
対
象
に
な
ら
な
い
出
産
の

場
合
は
40
・
４
万
円
に
な
り
ま
す
。

重
度
障
害
児
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
額
（
月
額
）

【
平
成
30
年
４
月
以
降
】

　
　
　
　

１
４
，
６
5
０
円

介
護
者
福
祉
手
当

　

ね
た
き
り
高
齢
者
、
認
知
症
高

齢
者
又
は
重
度
心
身
障
害
者（
児
）

等
を
現
に
扶
養
し
、
介
護
又
は
監

護
し
て
い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　

支
給
額
（
月
額
）
８
，
０
０
０
円

　

支
給
月　

９
月
・
３
月

次
に
該
当
す
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん

● 

対
象
者
（
児
）
が
宿
泊
を
伴
う

入
院
及
び
施
設
入
所
等
に
よ
り

一
時
的
に
在
宅
介
護
を
必
要
と

し
な
く
な
っ
た
日
の
属
す
る
月
。

● 

介
護
者
が
生
活
保
護
法
に
規
定

す
る
被
保
護
者
で
あ
る
と
き
。

● 
介
護
を
怠
っ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
。

● 

町
税
や
負
担
金
、
使
用
料
等
を

滞
納
し
て
い
る
と
き
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業

　

生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児
が
い

る
ご
家
庭
を
対
象
に
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
町
の
委
託

し
た
保
育
士
等
が
、
ご
家
庭
を
訪

問
し
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
不
安
や

悩
み
を
一
緒
に
考
え
、
子
育
て
支
援

に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

東
串
良
町
赤
ち
ゃ
ん

　

す
こ
や
か
支
援
事
業

　

本
町
の
町
民
と
し
て
出
生
し
た

子
ど
も
の
誕
生
を
祝
福
し
、
子
育

て
家
庭
へ
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

と
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
出
生
祝
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

支
給
額

　

第
１
子　

　

３
０
，
０
０
０
円

　

第
２
子　

　

５
０
，
０
０
０
円

　

第
３
子
以
降１

０
０
，
０
０
０
円

支
給
要
件

● 

第
１
子
の
場
合
、
養
育
者
は
新

生
児
が
出
生
す
る
以
前
か
ら
本

町
に
１
年
以
上
住
所
を
有
す
る

こ
と
。

● 

第
２
子
の
場
合
、
養
育
者
は
新

生
児
が
出
生
す
る
以
前
か
ら
本

町
に
２
年
以
上
住
所
を
有
す
る

こ
と
。

● 
第
３
子
の
場
合
、
養
育
者
は
新

支
払
時
期

　

児
童
手
当
は
、
原
則
と
し
て
毎

年
２
月
、
６
月
、
10
月
に
そ
れ
ぞ

れ
前
月
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※ 

所
得
及
び
現
況
を
確
認
す
る
た
め
、

毎
年
６
月
中
に
現
況
届
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
又
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ

と
り
親
家
庭
）
の
生
活
安
定
と
自

立
の
促
進
に
寄
与
し
、
子
ど
も
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

支
給
期
間
は
、
該
当
す
る
児
童

が
18
歳
に
な
っ
た
以
降
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
（
障
害
の
あ
る
児

童
に
つ
い
て
は
20
歳
未
満
）で
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
を
超
え
る

場
合
や
対
象
児
童
が
乳
児
院
や
児

童
養
護
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い

る
場
合
、
父
又
は
母
に
事
実
上
婚

姻
と
同
様
の
状
態
に
あ
る
者
が
い

る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
額
（
月
額
）

【
平
成
30
年
４
月
以
降
】

　

全
部
支
給（
対
象
児
１
人
の
場
合
）

＝
４
２
，
５
０
０
０
円

　

一
部
支
給（
対
象
児
１
人
の
場
合
）

　
　
　

＝
1
０
，
０
３
０
円
〜

４
２
，
４
９
０
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

法
に
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る

障
害
を
持
つ
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父
又
は
母
、
も
し

く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
を
超
え
る

場
合
や
対
象
児
童
が
障
害
を
理
由

と
し
て
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る

場
合
、
心
身
障
害
児
童
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

支
給
額
（
月
額
）

【
平
成
30
年
４
月
以
降
】

　

１
級
（
対
象
児
１
人
の
場
合
）

　
　
　

＝
５
１
，
７
０
０
円

　

２
級
（
対
象
児
１
人
の
場
合
）

　
　
　

＝
３
４
，
４
３
０
円

※ 

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
金

に
つ
い
て
は
、
所
得
及
び
現
況
を
確

認
す
る
た
め
、
毎
年
８
月
中
に
現
況

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
の
日
常
生
活
に
お
い

て
、
常
時
介
護
を
要
す
る
在
宅
の
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子
ど
も
の
予
防
接
種

　

定
期
予
防
接
種
は
、
平
成
25
年

４
月
よ
り
医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
事
前
に

予
防
接
種
の
予
診
票
と
資
料
を
配

付
し
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
資
料
を
よ
く
お
読
み

に
な
り
、
医
療
機
関
に
て
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

【
定
期
予
防
接
種
の
種
類
】

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

・
四
種
混
合

　

 （
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・
百

　

日
咳
・
急
性
灰
白
髄
炎
）

・
ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）

・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
）

・
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
）

・
日
本
脳
炎

・
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

・
水
痘

・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

・
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

か
ご
し
ま
子
育
て

　
　

支
援
パ
ス
ポ
ー
ト

　

こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
は
、
少

子
化
が
進
む
な
か
地
域
の
企
業
等

が
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
を
支
援

す
る
事
業
で
、
満
18
歳
以
下
の
子

供
が
い
る
世
帯
や
妊
娠
中
の
方
が

い
る
世
帯
を
対
象
に
パ
ス
ポ
ー
ト

を
交
付
し
、
全
国
の
協
賛
店
に
提

示
す
る
こ
と
で
、
協
賛
店
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
事
業
で

す
。

　

協
賛
店
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
鹿

児
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
せ
先
・
申
込
先

　

東
串
良
町
役
場　

福
祉
課

　

福
祉
係
・
国
保
保
健
衛
生
係

　

☎
０
９
９
４
（
63
）
３
１
０
３

子
ど
も
医
療
費
助
成
金

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
は
、

０
歳
か
ら
18
歳
（
18
歳
到
達
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
ま
で

を
対
象
に
医
療
費
の
全
額
助
成
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
乳
幼
児
か
ら
子

ど
も
に
か
か
る
医
療
費
を
助
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
親
の
負
担
を
軽

減
し
、
子
ど
も
の
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
促
進
し
な
が
ら

健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。

対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
子
ど
も

（
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
）

※
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　

ひ
と
り
親
医
療
費
助
成
の
対
象

　

者
で
あ
る
子
ど
も
及
び
生
活
保

　

護
世
帯
は
除
き
ま
す
。

受
給
期
間

　

一
般
診
療
・
歯
科
診
療
と
も
、

０
歳
か
ら
18
歳
に
な
っ
た
日
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
。

助
成
額

　

医
療
保
険
適
用
と
な
る
医
療
費

（
病
院
の
通
院
・
入
院
や
薬
局
で
の

薬
代
等
）
の
一
部
負
担
金
（
自
己

負
担
分
）
の
額
。

町内協賛店

㈲倉内本店 東串良物産館　「ルピノンの里」

海鮮遊彩　まえだ家 はるかぜ食堂

センス＆おしゃれ　おがた 宮田金物店

前田薬品 くすりのサツタニ

公文式　東串良教室 鹿児島相互信用金庫　串良支店

更新がお済でない方は、お早めに更新手続きをしてください。

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
受
け
る

に
は
、
病
院
受
診
時
（
薬
局
も
含

む
）
に
、
保
険
証
と
一
緒
に
受
給

資
格
者
証
の
提
出
が
必
要
で
す
。

受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
（
未
申
請
や
紛
失
等
）
は
、

役
場
福
祉
課
の
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

助
成
さ
れ
な
い
医
療
費

　

予
防
接
種
・
定
期
検
診
・
診
断

書
な
ど
の
保
険
適
用
外
の
医
療
費

や
、
公
的
補
助
（
高
額
医
療
費
・

他
方
制
度
に
よ
る
附
加
給
付
）
の

あ
る
部
分
に
つ
い
て
の
医
療
費
は

助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他

　

県
外
の
病
院
等
を
受
診
し
た
場

合
は
、
県
外
で
は
受
給
資
格
者
証

は
利
用
で
き
な
い
の
で
、
診
療
点

数
付
き
の
領
収
書
及
び
印
鑑
（
認

め
可
）
を
持
っ
て
、
役
場
福
祉
課

に
て
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

お済でない方は お早めに更新手続きをしてくだ
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国民健康保険からのお知らせ国民健康保険からのお知らせ
 平成 30 年４月１日から入院時食事療養費等の負担額が変わりました！

  入院時の 1 食あたりの食費の負担額が以下のとおり変更になりました。

　◎ 住民税非課税世帯や、指定難病患者・小児慢性特定疾病患者の負担額は据え置かれます。

 柔道整復師（整骨院・接骨院）の施術正しく受けていますか？

柔道整復師による施術は、国民健康保険の保険証が「使える場合」と「使えない場合」があります。
施術を受ける際は、負傷原因を正確に伝えて、正しく施術を受けましょう。

   ◎ 柔道整復施術療養費支給申請書は、受療者が柔道整復師に国保への請求を委任するものです。       
         負傷原因・負傷名・日数・金額 をよく確認してから署名または捺印しましょう。

 【入院時食事療養費等負担額 及び 柔道整復施師の施術に関するお問い合わせ先】　
役場福祉課 国保保健衛生係 国保担当窓口　☎（０９９４）６３－３１０３ （内線 109）

平成 30 年３月 31 日まで １食あたりの負担額 平成 30年４月１日から １食あたりの負担額

一般所得者
（住民税課税世帯） ３６０円 一般所得者

（住民税課税世帯） ４６０円

低所得者Ⅱ
（住民税非課税世帯） ２１０円２１０円 低所得者Ⅱ

（住民税非課税世帯） ２１０円

低所得者Ⅰ
（住民税非課税世帯

で一定所得以下）
１００円

低所得者Ⅰ
（住民税非課税世帯
で一定所得以下）

１００円

入院時食事療養費及び入院時生活療養費の負担額（入院時の食事代）

○○

××

保険証が使える場合
１　外傷性の捻挫・打撲（スポーツ等でのねんざ等）
２　医師の同意がある場合の骨折・脱臼
３　応急処置で行う骨折・脱臼の施術（応急手当後の施術には、医師の同意が必要）

保険証が使えない場合（全額自己負担）
１    単なる（疲労性・慢性的な要因からくる）肩こりや筋肉疲労
２　スポーツなどによる肉体疲労改善のため
３　保険医療機関で同じ負傷等について治療中のもの
４　脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善のみられない長期の施術
５　仕事中や通勤途中での負傷（労災保険の給付対象）

施術内容をお尋ねすることがあります
医療費の適正化を図るため、柔道整復、はり・きゅう及びあんま・マッサージを受診した方を対象に、施
術内容等について調査書を送付させて頂くことがあります。照会等ありましたら、回答にご協力下さい。
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平成 30年度国民年金免除制度のお知らせ

「未納」より、こんなにいい制度です！

　・ 過去 10 年以内に免除や納付猶予等の承認を受け、保険料を全額納付していない期間がある場合、「追
納制度」を利用することができます。この制度を利用して保険料を納めることにより、将来の年金
額を増やすことができます。

　・ 「未納」だと障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取ることができない場合がありますが、免除・納
付猶予の場合（一部免除において減額された保険料を納付していない場合を除く）は受け取る条件
に含まれます。

～ 平成 30 年７月１日より受付スタート ～～ 平成 30 年７月１日より受付スタート ～

　７月１日から、平成 30 年度国民年金保険料免除申請の受付が開始されます。お手続きを希
望される方は、役場住民課またはお近くの年金事務所へお願いします。

本人・世帯主・配偶者の前年所得が一定額以下の方で、国民年金保険料を納めることが経済的に
困難な場合は、免除申請を行い、承認されると保険料が免除されます。
　免除される額は①全額、②一部免除（４分の３、半額、４分の１）のいずれかで、前年の所得額
により決まります。
　免除の承認を受けた期間は、年金受給資格期間に算入され、年金額に反映されます。

全額免除・一部免除全額免除・一部免除　

20 歳から 50 歳未満の方で、本人・配偶者の前年所得が一定額以下の場合は、申請して承認され
ると保険料の納付が猶予されます。これを納付猶予制度といいます。納付猶予になった期間は年金
受給資格期間に算入されますが、年金額には反映しません。

納付猶予制度

※失業した場合の特例
　失業した場合に保険料免除・納付猶予制度の申請を行う際は、失業した方の前年所得をゼロとみ
なして審査します。この特例は原則、失業した年またはその翌年に申請された場合に適用されます。

手続きの際に必要なもの

　○免除…年金手帳、印かん
　○学生免除…年金手帳、印かん、学生証または在学証明書
　※ 前年度失業された方で免除を希望される方は、公的機関の

証明を受けた離職票等をお持ちください。

平成 30 年度の免除の受付は平成 30 年７月１日から開始され、『平成 30 年７月分～平成 31 年６月分』
の期間を対象として審査を行います。

また、免除申請は２年１ヶ月前までさかのぼってお手続きできますので、保険料を納付することが困
難だったものの申請を忘れていたために未納期間を有している方等は、一度、役場住民課またはお近く
の年金事務所までご相談ください。

【お問い合わせ先】　役場住民課　年金係　　☎（０９９４）６３－３１０２  （内線 105）
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【お問い合わせ先】東串良町役場福祉課　国保保健衛生係　☎０９９４－６３－３１０３（内線 128）                                    

● 医師会健康診査の追加申込が始まりました！● 医医師師会健健康康診査の追加申込が始まりましした！

　現在、福祉課 国保保健衛生係では、８月と 11 月の医師会健康診査の追加
申込をご案内しております。まだお申込のお済みでない方は、６月に振興会
文書発送いたしました、「医師会健診・医師会個別健診の実施について」の通
知文書をご覧になり、福祉課 国保保健衛生係まで申込書を提出されるか、電
話にてお申し込みください。身体の不調のサインはなかなか出てこないもの
です。
　日頃から、『元気』と感じている皆
さまにこそ、年に 1 回の特定健康診査
を受けて頂いて、健診結果を身体のメ
ンテナンスに役立てて頂きたいと思い
ます。

『年に 1回、健診に行っど！』『年に 1回、健診に行っど！』

各種検診についてのお知らせ各種検診についてのお知らせ

　８月と 11 月の医師会健康診査の日程で、ご都合の悪い方は個別に医療機関

で特定健康診査を受診することができます。お仕事や育児、介護等で医師会健
康診査を受診できない場合も、ご自身の都合の良い日に、肝属東部医師会や鹿
屋市医師会の医療機関で受診できます。
　※ 個別健診の詳細については、６月の振興会文書発送で通知しました「医師

会健診・医師会個別健診の実施について」をご覧ください。
　個別健康診査は、８月１日（水曜日）から受診できますので、
希望される方は、福祉課国保保健衛生係まで申込書を提出さ
れるか、電話でお申込ください。

●● 特定健康診査は医療機関で受診することができます！ 特特定定健康康診査査は医療機関で受診することがでできます！

個別健診の医療機関との日程調整は、役場で行います。

この機会に是非お申込ください♪
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【お問い合わせ先】東串良町役場福祉課　国保保健衛生係　☎０９９４－６３－３１０３（内線 126）                                    

歯歯 周周 病病 健 診 を 受 け ま し ょ う ！
歯の健康は体の健康！歯の健康は体の健康！

～歯周病・むし歯は早期発見・早期治療が大切です～歯周病・むし歯は早期発見・早期治療が大切です～～

　歯を失う原因はむし歯だけではありません。多くの人が歯周病によって歯を失っていま
す。歯周病は歯ぐきや歯槽骨（歯を支えている骨）に炎症が起こり、ひどくなると歯が抜
けてしまう病気です。
　東串良町では、自分の歯を大切にし、8020（80 歳で自分の歯 20 本）を目指すため、毎年、
７月から９月に歯周病検診を実施しています。対象の方はこの機会にぜひ歯周病検診を受
診しましょう。

◎対　象　者：今年度 40・50・60・70 歳の方　　※総義歯の方は対象外になります。
◎検診方法：町内の歯科医院（重久・吉留歯科医院）での検診になります。
　　　　　　必ず、予約（電話）をしてから受診してください。
◎検診期間：平成 30年７月２日（月）～ ９月 29 日（土）まで
◎検診料金： 40 歳・50 歳・60 歳 無料（無料クーポン対象のため）

70 歳
国保・後期高齢者医療 無料
社保非課税世帯 無料
社保課税世帯 500 円

受診された方には、 歯ブラシを　プレゼント♪受診された方には、 歯ブラシを　プレゼント♪　　　　　　　　          
むし歯や歯周病から歯と口の健康を守るためには、毎日の歯みがきがとても大切です。
正しいブラッシングによるセルフケアで、歯と口の健康管理を !  

失う

鹿児島県　後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

「お口元気歯ッピー検診」
を受けましょう！

　鹿児島県後期高齢者医療広域連合では、昨年度に 75 歳の誕生日を迎えられた後期高齢者
を対象に、口腔検診を実施しています。口腔の健康を維持する事により、高齢者の生き生き
ライフを支え、QOL（Quality Of Life［人や社会の生活の質］）の向上を図り、健康寿命の延
伸が期待できます。口腔健診を受けてお口から健康になりましょう。

検 診 対 象 者 昨年度 75 歳に到達した、鹿児島県に居住する被保険者
（昭和 17 年 4 月 1 日～昭和 18 年 3 月 31 日生まれの被保険者）

検 診 期 間 平成 30 年 6 月 1 日～平成 31 年 1 月 31 日
検 診 料 無料

※ 対象の方へは、5 月末に圧着ハガキで受診券を送付しておりますが、お手元にない

方は下記の問い合わせ先へご連絡ください。受診券の再交付を行います。

口腔検診を受けて
お口から健康になりましょう。

【お問い合わせ先】東串良町役場福祉課　国保保健衛生係　☎０９９４－６３－３１０３ （内線 108）                         
　　　　　　　　  鹿児島県後期高齢者医療広域連合　業務課保健班　☎０９９－２０６－１３２９
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取
組
計
画
書
」
を
提
出
し
て
い
な
い
方
。

　

・
飼
料
作
物
を
作
付
し
、「
飼
料
供
給
協

　
　

定
書
」
を
提
出
し
て
い
な
い
方
。

⑵ 

収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
に
つ
い
て

　

 　
「
米
、
畑
作
物
の
収
入
減
少
影
響
和
対
策

（
ナ
ラ
シ
対
策
）」
は
、
農
業
者
拠
出
を
伴

う
経
営
に
着
目
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

で
す
。
こ
の
ナ
ラ
シ
対
策
は
、
米
及
び
畑

作
物
の
農
業
収
入
全
体
の
減
少
に
よ
る
影

響
を
緩
和
す
る
た
め
の
保
険
的
制
度
で
す
。

　

 　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
制
度
の
受
付
を
行

い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【 

交
付
対
象
者 
】

　

認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
、
認
定
新
規
就

農
者
。い
ず
れ
も
規
模
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【 

対
象
農
産
物 

】

　

米
、
麦
、
大
豆

【 

そ
の
他 

】

　

拠
出
金
は
掛
け
捨
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑶ 

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
申
請

書
受
付

　

◆
対
象
者

　

①
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
て
い
る

　
　

農
業
者
。

　

②
農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点
検
を
行
っ

　
　

て
い
る
こ
と
。

　

◆
対
象
作
物

　
「
東
串
良
町
農
業
再
生
協
議
会
」
で
は
、

経
営
所
得
安
定
対
策
や
担
い
手
育
成
に
関
す

る
諸
事
業
の
推
進
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

１ 

諸
制
度
・
事
業
の
受
付
・
申
請
等
に
つ
い
て

　

◎ 

受
付
日
時

　
　

６
月
18
日
（
月
）
〜
６
月
22
日
（
金
）

　
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時
ま
で

　

◎ 

受
付
場
所

　
　

東
串
良
町
役
場　

農
林
水
産
課（
2
Ｆ
）

　
　

※ 

受
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
助
成
金
の

交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑴ 

経
営
所
得
安
定
対
策
の
最
終
受
付
に
つ
い

て

　

◆
対
象
者

　

・
転
作
申
告
を
未
だ
行
っ
て
い
な
い
水
田

　
　

耕
作
者
。

　

・
そ
ば
、
な
た
ね
、
麦
、
大
豆
を
販
売
目

　
　

的
で
生
産
す
る
認
定
農
業
者
又
は
認               

　
　

定
新
規
就
農
者
（
畑
を
含
む
）。

　

・
申
告
を
し
た
が
、
事
情
に
よ
り
耕
作
者

　
　

を
変
更
さ
れ
る
方
。

　

・ 

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
を
作
付
し
、「
新
規
需
要
米

　
　

販
売
を
目
的
と
し
て
生
産
す
る
作
物

　
　
（
飼
料
作
物
を
除
く
）。

　

◆
対
象
と
な
る
取
組

　

① 

化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
５
割
低

減
の
取
組
と
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
の
作
付

を
組
み
合
わ
せ
た
取
組
。

　

② 

化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
５
割
低

減
の
取
組
と
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
又
は
草

生
栽
培
を
組
み
合
わ
せ
た
取
組
。

　

③ 

化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
５
割
低

減
の
取
組
と
冬
期
湛
水
管
理
を
組
み
合

わ
せ
た
取
組
。

　

④ 

有
機
農
業
の
取
組
（
化
学
肥
料
、
農
薬

を
使
用
し
な
い
取
組
）。

２ 

経
営
所
得
安
定
対
策
に
お
け
る
注
意
事
項

⑴ 

現
在
の
転
作
制
度（
経
営
所
得
安
定
対
策
）

に
つ
い
て

　

現
在
の
転
作
制
度
は
、
食
料
自
給
率
の
向

上
を
目
的
と
し
て
お
り
、
主
食
用
水
稲
の
生

産
調
整
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
以

前
の
制
度
と
は
違
い
ま
す
。

　

ま
た
、
転
作
作
物
に
つ
い
て
も
、
主
食
用

水
稲
と
変
わ
ら
な
い
栽
培
管
理
が
必
要
で

す
。
転
作
（
種
を
ま
く
だ
け
、
芽
が
生
え
た

だ
け
）
す
る
だ
け
で
は
、
転
作
奨
励
金
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

特
に
九
州
農
政
局
の
立
入
調
査
も
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
捨
て
作
り
と
判
定
さ
れ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
注
意
事
項
（
共
通
）

①
転
作
申
告
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

② 

作
業
日
誌
等
の
提
出
書
類
は
必
ず
提
出   

し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

肥
料
や
農
薬
等
の
資
材
購
入
伝
票
は
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

④ 

対
象
作
物
の
種
子
購
入
伝
票
（
地
力
増
進

作
物
に
つ
い
て
も
必
要
）
は
保
管
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

⑤ 

出
荷
や
供
給
先
な
ど
は
、
播
種
後
の
変

更
は
で
き
ま
せ
ん
（
播
種
前
契
約
を
行     

う
必
要
が
あ
る
た
め
）。

⑶
作
物
別
の
注
意
事
項

① 

新
規
需
要
米
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
、飼
料
用
米
、

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
種
子
等
）

　

・ 

新
規
需
要
米
取
組
計
画
書
を
提
出
す
る

（
期
限　

6
月
29
日
）。

　

・ 

田
植
え
を
行
い
、
極
端
な
粗
植
（
条
間

を
抜
く
等
）
を
し
な
い
。

　

・
ひ
え
等
の
雑
草
の
除
草
に
努
め
る
。

　

・
病
害
虫
防
除
を
行
う
。

　

・ 

必
ず
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ま
で
行
う
（
ラ
ッ
ピ
ン

グ
を
行
わ
な
い
も
の
は
認
め
ま
せ
ん
）。

　

 

・ 

ロ
ー
ル
の
横
流
し
、転
売
を
し
な
い（
新

規
需
要
米
取
組
計
画
書
の
需
要
先
以
外

は
不
可
）。

東
串
良
町
農
業
再
生
協
議
会

　
　
　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

元
気
な
ま
ち
の　
　
　
　
　

 

情
報

【お問い合せ先】
東
串
良
町
役
場
農
林
水
産
課　
　
　
　
　

☎
（
63
）３
１
２
３

大
隅
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課　
　
　
　

☎
（
52
）
２
１
４
４

鹿
児
島
き
も
つ
き
農
協　

東
串
良
支
所　

☎
（
63
）
２
５
２
５

農
政

経
済
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５
月
15
日
、
第
40
回
肝
属
春
季
畜
産
共
進
会

が
、
鹿
屋
市
の
肝
属
中
央
家
畜
市
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

肝
属
管
内
の
各
地
区
畜
産
共
進
会
で
選
ば
れ

た
代
表
の
牛
71
頭
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
肉
用
牛
若

雌
と
し
て
の
優
劣
を
競
い
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
も
７
頭
の
牛
が
出
品
さ
れ
、
若
雌
３

部
で
最
優
秀
賞
２
席
に
入
賞
す
る
な
ど
、
東
串
良

町
の
名
声
を
高
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
さ
ら
な
る
飼
養
管
理
の
改
善
に
努
め

て
い
た
だ
き
、
秋
の
共
進
会
で
は
上
位
入
賞
お

よ
び
県
共
進
会
出
場
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
肝
属
春
季
畜
産
共
進
会
成
績

〔
肉
用
牛
若
雌
１
部
〕　　
　
　

　

最
優
秀
賞 

５
席 

外
園　

龍
一 

あ
さ
号

　

優
秀
賞 

 

川
路　

博
人 

ゆ
う
号

〔
肉
用
牛
若
雌
２
部
〕　　
　
　

　

最
優
秀
賞 

４
席 

稲
隈　

哲
夫 

ひ
め
こ
１ 

号

 

６
席 

外
園　

龍
一 

う
め
は
な
号

 
 

稲
隈　

哲
夫 

あ
す
か
号

優
秀
賞 

 

東　
　

セ
ツ 

え
ぼ
こ
号

 〔
肉
用
牛
若
雌
３
部
〕　　
　
　

　

 

最
優
秀
賞 

２
席 

小
倉　

益
美 

ひ
め
ゆ
り
２
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  〔
団
体
成
績
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

優
勝  

田
代
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

２
位  

佐
多
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

３
位  

東
串
良
支
所

②
飼
料
作
物
（
早
期
、
二
期
）

　

・ 
飼
料
供
給
協
定
書
を
必
ず
提
出
す
る（
無

家
畜
農
家
の
み
）。

　

・ 

必
ず
協
定
を
締
結
し
た
畜
産
農
家
へ
供

給
す
る
（
刈
取
り
を
行
い
家
畜
へ
給
与

す
る
）。

③
そ
ば
、
野
菜
等

　

・ 

水
田
の
耕
作
者
（
営
農
計
画
書
の
名
義

人
）
が
出
荷
、
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　

・ 

播
種
前
に
出
荷
先
と
出
荷
契
約
が
締
結

さ
れ
て
い
る
。

　

・
出
荷
伝
票
等
を
提
出
す
る
。

　

前
記
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
書

類
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
交
付
金
が
交
付

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、必
ず
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、東
串
良
町
農
業
再
生
協
議
会
か
ら
、

「
作
物
確
認
書
」
等
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
確
認
し
、
作
物
が
異
な
る
場
合
等
は
、

期
限
内
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

期
限
を
過
ぎ
て
の
連
絡
や
連
絡
が
無
い
場

合
は
、
作
物
を
作
付
さ
れ
て
い
て
も
交
付
金

が
交
付
さ
れ
な
い
場
合
や
、
減
額
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

３ 

春
夏
作
転
作
一
斉
確
認
に
つ
い
て

日
時　

平
成
30
年
7
月
19
日
（
木
）
に
実
施 

　
　
　

予
定
で
す
。（
※
雨
天
順
延
）

※ 

個
票
は
配
布
し
ま
せ
ん
。
6
月
11
日
頃

に
「
作
物
確
認
書
」
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

実
際
に
作
付
を
行
っ
た
も
の
と
作
物
が
違
っ

て
い
る
場
合
は
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

東
串
良
町
農
業
再
生
協
議
会

　
　
（
東
串
良
町
役
場
農
林
水
産
課
内
）

　
　
　

☎
０
９
９
４
（
63
）
３
１
２
３

　

４
月
25
日
、
春
季
畜
産
共
進
会
が
町
畜

産
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
畜
産
農
家
の

方
々
が
日
頃
か
ら
大
切
に
育
て
た
自
慢
の

牛
47
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
若
雌
１
部
（
月
齢
12
ヶ
月
未

満
）
に
15
頭
、
若
雌
２
部
（
月
齢
12
ヶ
月

〜
16
ヶ
月
）
に
23
頭
、
若
雌
３
部
（
月
齢

17
ヶ
月
〜
23
ヶ
月
）
に
９
頭
の
出
品
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
体
積
・
均
称
・
資
質
・
品

位
な
ど
各
項
目
の
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
２
部
に
出
品
さ
れ
た
、

稲
隈
哲
夫
さ
ん
所
有
の
あ
す
か
号
が
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
団
体
賞
で
は
岩
弘
支
部
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
き
も
つ
き
農
業
協
同
組
合
畜
産

部
の
新
牛
込
部
長
の
講
評
で
は
、「
粒
揃
い

で
発
育
良
好
な
牛
が
多
か
っ
た
。
町
内
保

留
を
中
心
に
改
良
更
新
も
進
ん
で
い
る
こ

と
が
伺
え
た
。
し
か
し
、
発
育
が
良
す
ぎ

る
た
め
、
体
高
の
上
限
値
を
超
え
る
牛
が

多
く
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
連
産
性
を
向
上

す
る
た
め
に
も
運
動
や
け
い
牧
等
を
し
っ

か
り
と
行
い
、
背
が
強
く
肢
蹄
の
し
っ
か
り

し
た
牛
を
育
て
、
分
娩
間
隔
の
短
縮
に
力

を
注
い
で
ほ
し
い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

☆
印
の
７
頭
が
肝
属
春
季
畜
産
共
進
会
へ

の
出
品
牛
に
決
定
し
ま
し
た
。

 

町
春
季
畜
産 

共
進
会

　
　

岩
弘
支
部
が
団
体
優
勝

第
40
回
肝
属
春
季
畜
産
共
進
会

肉用牛若雌３部　最優秀賞 ２席肉用牛若雌３部　最優秀賞 ２席
小倉　益美さん　ひめゆり２号小倉　益美さん　ひめゆり２号

春季畜産共進会
肉用牛若雌３部

（月齢 15 ヶ月～ 23 ヶ月
肉用牛若雌２部

（月齢 12 ヶ月～ 15 ヶ月）
肉用牛若雌 1 部

（月齢 12 ヶ月未満）
最
優
秀
賞
（
頭
）

１席 ☆小倉　益美

最
優
秀
賞
（
頭
）

10席 　宮之前　雅俊 １席 ☆稲隈　哲夫

最
優
秀
賞
（
頭
）

１席 ☆外園　龍一
２席　前川　繁信 11席 　川路　博人 ２席 　川路　博人 ２席☆川路　博人
３席　堂園　義秋 12席 　福元　ミエ子 ３席 ☆稲隈　哲夫 ３席　今村　榮
４席　 𠩤　廣一 13席 　前川　繁信 ４席 ☆東　セツ ４席　堂園　廣美
５席　南　教子 14席 　前田　廣美 ５席 ☆外園　龍一 ５席　米良　幸治

優
秀
賞

４頭
６席 　米良　幸惠 ６席　稲村　博
７席 　永田　客藏 ７席　宮之前　雅俊
８席 　前田　喜幸 8席 　外園　龍一
９席 　泊　弘巳 9席 　泊　幸男

優
秀
賞

9 頭
優
秀
賞

６頭

グランドチャンピオン賞グランドチャンピオン賞
稲隈　哲夫さん あすか号
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こ
れ
か
ら
梅
雨
・
台
風
の
時
期
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、土
石
流
災
害
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

豪
雨
等
の
際
は
、
気
象
情
報
や
防
災
無
線

の
情
報
に
注
意
し
、
土
石
流
の
前
兆
現
象
を

感
じ
た
場
合
や
町
か
ら
避
難
連
絡
が
あ
っ
た

場
合
は
、
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
記
録
的
な
豪
雨
が
予
想
さ
れ
る
場

合
は
、
今
ま
で
に
な
い
規
模
の
災
害
が
起
こ

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
雨
が
降
り

止
ん
だ
後
で
も
、
土
石
流
が
発
生
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
山
地
災
害
に
関
し
て
お
気
づ
き
の

こ
と
が
あ
れ
ば
、役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『
土
石
流
災
害
に
つ
い
て
』

　

谷
や
斜
面
に
貯
ま
っ
た
土
・
石
・
砂
な
ど

が
梅
雨
や
台
風
な
ど
の
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て

一
気
に
流
れ
出
て
き
ま
す
。
破
壊
力
が
大
き

く
、
ま
た
速
度
も
速
い
の
で
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
す
。

『
土
石
流
の
前
兆
現
象
』

『
土
石
流
の
前
兆
現
象
』

・・  

山
鳴
り
、
立
木
の
裂
け
る
音
、
石
の
ぶ
つ

山
鳴
り
、
立
木
の
裂
け
る
音
、
石
の
ぶ
つ

か
り
あ
う
音
が
聞
こ
え
る
。

か
り
あ
う
音
が
聞
こ
え
る
。

・・  

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、
川
の
水
位

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、
川
の
水
位

が
下
が
る
。

が
下
が
る
。

・・  

川
の
水
が
急
に
濁
っ
た
り
、
流
木
が
ま
ざ

川
の
水
が
急
に
濁
っ
た
り
、
流
木
が
ま
ざ

り
は
じ
め
た
り
す
る
。

り
は
じ
め
た
り
す
る
。

問　

東
串
良
町
役
場

　

東
串
良
町
役
場

　
　

総
務
課
・
建
設
課
・
農
林
水
産
課

　
　

総
務
課
・
建
設
課
・
農
林
水
産
課

　
　

☎
０
９
９
４
（

　
　

☎
０
９
９
４
（
6363
）
３
１
３
１
（
代
表
）

）
３
１
３
１
（
代
表
）

※頭数は入場頭数、（　）数は売却頭数です。なお、価格は消費税抜きです。
　６月セリ市は６月18日～ 20日の予定です。
数 場 数 （ ）数 売却 数 格 消費税抜

頭数（頭） 最高価格（円）平均価格（円） 前月比（円） 平均体重（kg）

雌
町 84（55） 987,000 649,798 △ 46,540 285
郡 755（560） 1,275,000 670,662 △ 10,111 284

去
勢

町 71（68） 1,144,000 791,000 7,200 322
郡 759（689） 1,272,000 777,443 △ 9,558 320

計
町 155（123） 1,144,000 714,477 △ 28,716 302
郡 1,514（1,249） 1,275,000 724,194 △ 11,136 302

5 月子牛セリ市成績表（本人申告も含む）肝属中央家畜市場（５月21日～ 23日）

土
石
流
災
害
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
農
協
か
ら
学
校
給

食
用
に
野
菜
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

　

ニ
シ
ユ
タ
カ
と
い
う
品
種
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

が
、
肝
属
管
内
の
各
学
校
給
食
共
同
調
理
場

に
贈
ら
れ
地
元
産
「
新
ジ
ャ
ガ
」
の
美
味
し

さ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
に
も
５
月
31
日
に

約
40
キ
ロ
の
新
ジ
ャ
ガ
が
届
け
ら
れ
、
当
日

の
献
立
で
あ
る
「
と
う
に
ゅ
う
の
ク
リ
ー
ム

シ
チ
ュ
ー
」
の
具
材
と
し
て
振
舞
わ
れ
、
各

学
校
、
幼
稚
園
で
は
感
謝
し
な
が
ら
美
味
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
農
協
の
み
な
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
ジ
ャ
ガ
が
学
校
給
食
に
！

　　

４
月
24
日
（
火
）、
東
串
良
町
農
政
連
絡

協
議
会
（
鶴
丸
千
尋
会
長
）
の
方
々
が
、
池

之
原
小
学
校
と
柏
原
小
学
校
を
訪
れ
、
５
年

生
児
童
（
70
人
）
に
稲
の
タ
ネ
と
栽
培
用
の

バ
ケ
ツ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
食
育
教
育
の
一
環
で
例
年

実
施
さ
れ
て
お
り
、
日
本
人
の
主
食
で
あ
る

「
米
」
を
育
て
る
こ
と
で
、
農
家
の
方
々
の

苦
労
や
食
物
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

稲
の
タ
ネ
と
バ
ケ
ツ
を
受
け
取
っ
た
児
童

の
代
表
た
ち
は
、
大
き
な
声
で
「
み
ん
な
で

観
察
し
な
が
ら
大
切
に
育
て
ま
す
。」
と
大

変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

東
串
良
町
農
政
連
絡
協
議
会
の
み
な
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

バ
ケ
ツ
稲
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▲ 池之原小５年生のみなさん

▼ 柏原小５年生のみなさん
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町長の動き（4月中旬～ 5月中旬）町長の動き（4月中旬～ 5月中旬）
月　日 行　　　事 月　日 行　　　事
４月 16 日 表敬訪問（大阪府） ５月２日 東串良町農業再生協議会総会

23 日 社会基盤整備推進協議会総会（鹿児島市内） 8日 肝属郡町村会定期総会
25 日 町春期畜産共進会 10 日 鹿児島県建設業協会鹿屋支部通常総会
27 日 東串良町農業青年クラブ総会 11 日 東串良町農林技術員連絡協議会総会
29 日 相撲場屋根設置落成式及び柏原大相撲大会 15 日 肝属郡秋季畜産共進会

町
内
出
身
者
の
表
敬
訪
問

町
内
出
身
者
の
表
敬
訪
問

　

４
月
16
日
（
月
）、
関
西
か
ご
し

ま
フ
ァ
ン
デ
ー
の
出
張
に
併
せ
て
、

大
阪
府
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
本

町
ご
出
身
の
藥
丸
和
弘
さ
ん
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

藥
丸
さ
ん
は
、
大
阪
府
に
本
社

を
置
く
株
式
会
社
新
栄
製
作
所
の

代
表
取
締
役
を
さ
れ
て
お
り
、
今

回
は
本
町
の
行
政
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

▶
右  

宮
原
町
長
、
左  

藥
丸
和
弘
さ
ん

危
険
を
感
じ
た
ら
…　

　

避
難
の
呼
び
掛
け
に
は
、
避
難
準
備
を
促

す
「
避
難
準
備
情
報
」、避
難
を
進
め
る
「
避

難
勧
告
」、
直
ち
に
避
難
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
「
避
難
指
示
」
の
３
段
階
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
呼
び
掛
け
に
注
意
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
危
険
を
感
じ
た
場
合
や
避
難
に

時
間
が
か
か
る
場
合
な
ど
は
、
避
難
呼
び
掛

け
の
３
段
階
に
関
わ
ら
ず
、
自
主
的
に
早
め

の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。　

自
然
災
害
に
備
え
て

大
雨
や
台
風
が
来
る
前
に
…

◎
地
域
や
家
族
で
災
害
時
の
行
動
を
確
認
し

　

ま
し
ょ
う
。

　
　

住
宅
周
辺
の
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
、

　

緊
急
時
の
連
絡
先
な
ど
の
確
認
を
行
い
、

　

自
主
防
災
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
ま

　

し
ょ
う
。

◎
非
常
時
の
持
ち
出
し
品
や
備
蓄
品
を
準
備

　

し
ま
し
ょ
う
。

　
　

避
難
す
る
時
や
救
助
を
待
つ
時
な
ど
、

　

緊
急
時
の
必
需
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。   

　

 （
食
料
品
、
水
、
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、     

通
帳
と
印
鑑
、
健
康
保
険
証
や
免
許
証     

の
コ
ピ
ー
、
防
寒
具
、
下
着
や
靴
下
、
雨

具
、
軍
手
、
薬
な
ど
）

　

訓
練
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

大
雨
や
台
風
が
近
づ
い
た
ら
…

◎
防
災
気
象
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

 　

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
な
ど
デ
ー
タ
放
送
か

ら
最
新
の
気
象
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ

う
。

※ 

テ
レ
ビ
の
「
ｄ
（
デ
ー
タ
放
送
）」
ボ
タ    

ン
を
押
す
と
気
象
情
報
な
ど
最
新
の
情
報    

が
見
れ
ま
す
。

避
難
所
開
設
に
伴
う
お
知
ら
せ

　

こ
れ
ま
で
、
避
難
準
備
情
報
と
あ
わ
せ
て

状
況
に
応
じ
避
難
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
等
に
つ
き
ま
し
て
は
本
来
の
目
的

を
優
先
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
柏
原
小
学

校
体
育
館
の
開
設
順
を
変
更
し
ま
す
。
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

※ 

避
難
を
す
る
際
、危
険
を
感
じ
た
場
合
は
、

最
寄
り
の
避
難
所
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
役

場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

東
串
良
町
役
場
総
務
課

　
　

☎
０
９
９
４
（
63
）
３
１
３
１
（
代
表
）

●
第
１
配
備
避
難
所　

役
場
保
健
セ
ン
タ
ー

●
第
２
配
備
避
難
所　

総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

防
災
セ
ン
タ
ー

●
第
３
配
備
避
難
所　

池
之
原
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
原
小
学
校
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東
串
良
町
で
は
、
固
定
資
産
税
の

適
正
な
課
税
を
行
う
こ
と
を
目
的
に

現
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
況

調
査
と
は
、町
内
の
土
地
の
状
況
（
宅

地
、
雑
種
地
等
）
を
調
査
す
る
こ
と

で
す
。

　

利
用
状
況
な
ど
を
ご
質
問
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
そ
の
際
は
、
ご

協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※ 

地
方
税
法
４
０
８
条
で
は
、
市
町

村
長
は
固
定
資
産
評
価
員
等
に
、

当
該
市
町
村
所
在
の
固
定
資
産
の

状
況
を
毎
年
少
な
く
と
も
一
回
実

地
に
調
査
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※ 

調
査
を
行
う
調
査
員
は
、
左
記
の

調
査
を
行
う
調
査
員
は
、
左
記
の

「
土
地
評
価
調
査
員
証
」
を
携
帯

「
土
地
評
価
調
査
員
証
」
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　
　

 

問
役
場
税
務
課
評
価
係

　

☎
63-

３
１
０
９
（
内
線
１
３
４
・
１
３
５
）

〇
た
く
さ
ん
の
寄
付
金
に
感
謝

 　

年
々
広
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
」。

　

東
串
良
町
へ
い
た
だ
く
寄
附
金
も

年
々
増
加
し
て
お
り
貴
重
な
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〇
寄
付
者
は
な
に
を
の
ぞ
む
の
？

 　

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
寄
付
者
が
寄

付
金
の
使
途
を
指
定
す
る
こ
と
が
で

き
、
本
町
で
定
め
ら
れ
て
い
る
事
業

の
中
か
ら
、
左
表
の
よ
う
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

項　目 平成28年度 平成29年度（見込） 前年比

寄 附 件 数 19, 547 22,155 1.13 倍

収納額（千円） 269,055 369,141 1.37 倍

積立額（千円） 93,400 128,092 1.37 倍

分類 寄附者が選択する使途 比率
1 子供たちの未来に関する事業 33%
2 その他目的達成のために町長が必要と認める事業 24%
3 町の歴史と文化の伝承に関する事業 18%
4 町の自然と環境の保全に関する事業 11%
5 町の活性化に関する事業 ７%
6 町民の健康と福祉に関する事業 ６%
7 住民自治やコミュニティ活動に関する事業 １%

固
定
資
産
の
現
地
調
査
に

ご
協
力
を
！

印

○
返
礼
品
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　　

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ

た
方
へ
お
礼
と
し
て
特
産
品
等
を
贈

っ
て
お
り
、
そ
の
取
扱
事
業
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
き
っ
か
け
に
、

販
路
拡
大
や
産
品
開
発
に
つ
な
が
り

ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
役
場
企
画
課  

☎
63-

３
１
２
２

分類 平成 29 年度ふるさと納税活用事業 充当額

1

ひとり親家庭医療費助成金 等 2,000
乳幼児・子ども医療助成 等 16,000
小学校教材備品購入費 3,000
中学校教材備品購入費 2,000
定期予防接種相互乗り入れ業務委託料 1,000

5
移住促進事業補助金及び定住関連事業 等 11,000
ルーピン各種大会事業補助金 10,000

6

高齢者訪問給食事業 等 16,000
自立支援サービス費 等 10,000
後期高齢者医療費 等 7,000
児童手当 等 15,000

7 東串良町地域振興会交付金 7,000

単位（千円）

第　　号

上記の者は、東串良町の委託した調査員であることを証明する。

氏　　名：○○○　○○

所　　属：税務課

生年月日：昭和××年×月×日

土地評価調査員証

任命権者　東串良町長　宮原　順

顔
写
真

交付年月日　　　 平成 30年５月　１日交付

有 効 期 限　自　 平成 30年５月　１日

                     至　 平成 33年 3月 29日

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

1,318
41,080

269,055

369,141

0

100,000

200,000

300,000

400,000

H26 H27 H28 H29
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・ 　６月１６日 （土） 地域とふれあう日　町内各集落公民館等　   
・ 　６月１８日 （月） ～２２日 （金）　アウトメディアウィーク ・ 家庭学習強調週間
・ 　６月２３日 （土） 家庭読書の日 （毎月２３日）
・ 　６月２３日 （土） 土曜学習講座 「ひっくら塾」　（９時３０分～　役場３階）　
・ 　６月２９日 （金） 第１回町教育支援委員会及び町特別支援連携協議会
・ 　７月　５日 （木） 町図画作品審査会
・ 　７月　７日 （土） 土曜学習講座 「ひっくら塾」　（９時３０分～　役場３階）
・ 　７月１０日 （火） 第１回町総合教育会議

○　6～ 7月の教育委員会主催行事

東串良町教育委員会（役場３階）
管理課　　　６３－３１３３　主に学校教育・就学相談など
社会教育課　６３－３１３４　主に社会教育・家庭教育など〔 〕

こんにちは。
教育委員会です。

1 中学校区における小中 9年間の一貫した教育実践
～ 「第 1回小中一貫協議会」 （5/15） 開催～

幼・保・小・中の連携
園・学校・家庭・地域の連携

地域の教育力を生かして～第 71 回～

児童生徒の学力向上や体力向上、 生徒指導上の問題等の解消を図るために本町では、 小中９年

間で目指す子どもの姿の実現を図る 「小中一貫教育」 の研究 ・ 実践に取り組んでいます。 この取組

の一貫として、 東串良中学校を会場に、 中学生の授業の様子を小学校の教職員が参観する機会が

設けられました。 また、 その後の分科会では、 教科指導をはじめ、 各領域の課題や今後の取組等につ

いて話し合いを行いました。

小中一貫教育の充実に向けて、 ２小１中の教職員間の連携体制が確認された１日となりました。

【　ひがしくしらっ子　　一事徹底事項　】　

  　○  静かに聞く

　 　 ○ 「あいさつ」 と 「ありがとう」

▲　授業の様子 ▲　全体会の様子 ▲　分科会の様子
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三
反
園
知
事
と
車
座
対
話

〜
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
〜

　

４
月
28
日
（
土
）、
三
反
園
知
事
が

来
庁
さ
れ
、「
知
事
と
語
ろ
う
車
座
対

話
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
、
農
林
業
、
建
設
業
、

商
工
業
な
ど
各
分
野
の
経
営
者
の
他
、

医
師
や
振
興
会
長
な
ど
、町
内
の
様
々

な
方
々
25
名
に
参
加
を
い
た
だ
き
、

地
域
の
現
状
や
課
題
、
将
来
な
ど
に

つ
い
て
対
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
も
高
齢
化
率
が
35
％
を
超

え
、
生
産
年
齢
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減

少
し
て
い
く
中
、
ど
の
よ
う
に
し
て

農
業
、
畜
産
後
継
者
を
確
保
し
て
い

く
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
地
域
や
商

店
街
を
守
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
な
ど
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地域おこし協力隊が増えました !!!
　

５
月
１
日
付
で
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
「
就
業
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に

着
任
し
ま
し
た
、
山
田
智
之
と
申
し

ま
す
。
出
身
は
大
阪
府
で
、
三
重
県

伊
勢
市
か
ら
引
っ
越
し
て
参
り
ま

し
た
。

　

東
串
良
町
は
、
鹿
児
島
本
土
で
一

番
小
さ
い
ま
ち
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
そ
の
分
、
人
と
人
と
の
距
離
が

近
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
他
県
か
ら
来

た
私
に
も
親
切
に
接
し
て
く
だ
さ

る
方
ば
か
り
で
、
有
り
難
く
存
じ
ま

す
。

　

い
な
っ
ち
通
信
で
お
な
じ
み
の

稲
森
隊
長
と
２
人
で
力
を
合
わ
せ

て
、
ま
す
ま
す
東
串
良
町
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
言
葉
や
地
名
を
は
じ

め
、
ま
だ
ま
だ
鹿
児
島
を
勉
強
中
で

す
。
ご
指
導
ご
鞭べ
ん
た
つ撻

の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農
業
体
験
を
し
ま
し
た
！

　

今
回
、
活
動
目
的
で
あ
る
就
業
体

験
サ
ポ
ー
ト
や
、
農
業
に
関
す
る
施

設
園
芸
等
の
広
報
の
た
め
、
町
内
農

家
さ
ん
（
駿
河
﨑
勇
二
さ
ん
ご
夫

婦
）
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
実
際
に

ピ
ー
マ
ン
の
手
入
れ
や
収
穫
作
業
、

ト
ラ
ク
タ
ー
で
の
耕
運
作
業
等
の

農
業
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
が
初
め
て
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
で
し
た
。
自
分
の
農
業
経
験
の

無
さ
か
ら
来
る
感
覚
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
同
じ
く
農
業
経
験
の
少
な

い
就
農
者
希
望
の
方
へ
の
橋
渡
し

役
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
１
年
を
通
し
て
様
々

な
体
験
を
し
、
今
後
の
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー

ン
者
の
農
業
後

継
者
育
成
推
進

活
動
に
活
か
し

て
い
き
た
い
で

す
。

山田 山田 智智
ともゆきともゆき

之之

未来を拓く力に
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　   東串良町地域おこし協力隊　いなっち通信　　Facebook [@higashikushira]

町
の
伝
統
行
事
、
柏
原
大
相
撲

４
月
29
日
、　

２
８
０
年
以
上
続
く
柏

原
大
相
撲
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

会
場
と
な
っ
て
い
る
円
山
公
園
の
土
俵
に

屋
根
が
設
置
さ
れ
た
落
成
記
念
大
会
で
し

た
。
角
界
か
ら
千
代
丸
関
・
千
代
鳳
関
を

お
招
き
し
、
例
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
を

み
せ
ま
し
た
。　

　

町
中
か
ら
集
ま
っ
た
こ
い
の
ぼ
り

落
成
記
念
大
会
に
花
を
添
え
る
べ
く
、

本
誌
４
月
号
で
、
皆
様
に
こ
い
の
ぼ
り
の

提
供
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
多
く
の
ご
厚

意
を
頂
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
43
匹
の
こ
い

の
ぼ
り
が
集
ま
り
、
松
林
を
彩
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し

て
、
提
供
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

込
め
ら
れ
た
家
族
の
思
い

直
接
受
け
取
り
を
さ
せ
て
頂
い
た
時

に
、「
長
男
が
中
学
生
に
な
っ
て
、
何
年

ぶ
り
に
こ
い
の
ぼ
り
を
見
た
だ
ろ
う
」、

「
も
う
孫
は
県
外
の
大
学
に
行
っ
て
な
か

な
か
会
え
な
い
ん
で
す
。」
と
、
お
子
さ

ん
や
お
孫
さ
ん
へ
の
思
い
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

松
林
を
泳
い
だ
こ
い
の
ぼ
り  

預
か
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
は
、
ほ
と
ん
ど

が
丁
寧
に
た
た
ま
れ
て
、
綺
麗
に
保
管
さ

れ
て
お
り
、
家
族
の
大
き
な
愛
情
と
年
月

の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　

相
撲
大
会
当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
幅
広
い
年

代
の
方
々
に
こ
い
の
ぼ
り
を
見
て
頂
け
ま

し
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
も
、
親

子
連
れ
で
松
林
の
こ
い
の
ぼ
り
を
見
上
げ

る
姿
が
あ
り
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

　

こ
い
の
ぼ
り
を
大
切
に
保
管
し
、
来
年

は
も
っ
と
数
を
増
や
し
た
い
で
す
。
松
林

の
こ
い
の
ぼ
り
が
毎
年
の
恒
例
と
な
る
よ

う
に
継
続
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲ １番大きなこいのぼりは、７ｍで迫力満点でした。

Facebook [@higashikushira] 東串良町地域おこし協力隊
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第 40回　西日本少年少女選手権大会出場

わ
が
町
の

　

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

　

今
月
は
、
３
つ
の
基
本
目
標
Ⅰ
「
人

権
尊
重
の
視
点
に
立
っ
た
男
女
平
等
意

識
の
確
立
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め

に
は
、
男
女
が
平
等
な
立
場
で
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
男
女
共
同
参
画
の
現
状
等
に

つ
い
て
実
態
を
把
握
し
、
様
々
な
広
報

啓
発
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、
私
た

ち
の
身
近
に
あ
る
慣
習
や
制
度
の
中
の

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
や
差
別

意
識
を
解
消
し
、
す
べ
て
の
人
が
参
画

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
期

間
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。

　

様
々
な
取
り
組
み
を
通
じ
、
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
の
目
的
及
び
基
本

理
念
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
週
間
で
す
。

次は、７月に開催されます全国大会（東京）に向け、
西日本より良い成績を目指して練習に励んでいきます。

中 学 生 団 体 組 手 ３ 位
石原　すみれ（中３）
揚野　聖葵　  （中２）
古屋敷　大吾（中２）

中 学 生 団 体 型 敢 闘 賞
石原　すみれ（中３）
揚野　聖葵　  （中２）
古屋敷　大吾（中２）

中学生女子個人組手 敢 闘 賞 石原　すみれ（中３）
小学女子 5・6年個人組手 敢 闘 賞 成山　椛（池小５年）
小学男子 3・4年個人組手 敢 闘 賞 松倉　陽飛（池小４年）

正輝会では、随時入団募集を行っております。いつでも見学に来てください。
練習日：毎週火曜日・金曜日　（18：30 ～）         場　所：町総合体育館２階団 員 募 集団 員 募 集

　３月 25 日、日本空手道常心門第 40 回西日本少年少女選手権大会が静岡県富士市立富士川体育館
にて開催され、団員の子ども達が多くの賞を獲得しました。

大 会 結 果

南極の氷が東串良町に！
　５月24日（木）に池之原小学校、５月29日（火）に柏原小学校を、海上自衛官の岡元一也さん
が南極の氷や写真を持って訪れました。
　岡元さんは本町ご出身で、去年の 11 月から今年の４月まで南極に物資を運ぶ船「しらせ」に乗って
いる、ヘリコプターの整備士として南極に滞在しました。
　実際に南極の氷に触れたり、氷の上を進む船やオーロラ等の映像を見たりした子ども達は、終始大
喜びでした。「東串良町で南極に行った人は僕で４人目です。皆さんにもチャンスがあるので頑張って
ください。」と児童たちに話され、子ども達の夢や世界観が広がった貴重な時間となりました。

▲南極の写真を見ている池之原小５、６年生のみなさん ▲南極の氷に触れている柏原小のみなさん ▲岡元一也さん

男
女
共
同
参
画
週
間

男
女
共
同
参
画
週
間

①
広
報
・
啓
発
活
動
の
推
進

②  

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
教
育
・

学
習
の
充
実

③ 

男
女
平
等
の
視
点
に
立
っ
た
人
権
の

尊
重
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新婚世帯を応援します新婚世帯を応援します♥♥
東串良町結婚新生活支援事業補助金東串良町結婚新生活支援事業補助金♥

東串良町は新婚世帯の新居の取得・賃貸・引っ越し費用の補助を行います！
１世帯あたり、上限 30万円を補助します !!

次の全てを満たす世帯
① 平成 30 年 1 月１日から平成 31 年３月 31 日までに婚姻届を提出し受理された

世帯で、申請者及び配偶者の年齢が 34 歳以下であること。
② 結婚を機に新たに町内に住宅を取得又は賃借した世帯、引っ越しをした世帯で、

申請時に当該住宅に居住し、住所を有していること。
③前年の夫婦の所得の合計が 340 万円未満
　※奨学金を返済している場合、年間返済金額を控除します。
④公的制度による家賃補助を受けていないこと及び家賃を滞納していないこと。
⑤町税の滞納がないこと。

補助対象経費補助対象経費

新規住宅購入費、
家賃、敷金、礼金、
共益費、仲介手数料

引っ越し費用
（引っ越し業者又は
運送業者に支払った
費用等）

１世帯あたり
上限 30 万円

補助金額補助金額

◆申請される場合は、交付申請書に必要な書類を添えて、役場企画課に提出してください。交付申請書
　等必要な書類は、役場ホームページからダウンロードされるか、直接役場企画課へお越しください。

【お問い合わせ先】東串良町役場　企画課　企画広報係　　☎０９４４- ６３- ３１２２

申請期間

　平成 30年５月 29日～平成 31年３月 31日
ただし、予算額に達した場合は期間内でも受付を終了します。

手続きの流れ

新
居
決
定

ま
た
は
引
越

補
助
金
申
請

審
査
・
決
定

請
求
書
の
提
出

補
助
金
の

交
付

▶ ▶ ▶ ▶
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◎ 

募
集
期
間　

　

総
合
実
務
科   

　

平
成
30
年
7
月
９
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
８
月 

１
日（
水
）

　

パ
ソ
コ
ン
実
務
科　

　

平
成
30
年
７
月
30
日
（
月
） 

　
　
　
　
　
　
　
　

〜 

８
月 

22
日（
水
）

◎ 

訓
練
期
間

　

総
合
実
務
科　

　
　

　

平
成
30
年
９
月
４
日
（
火
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
11
月
29
日（
木
）

　

パ
ソ
コ
ン
実
務
科　

　

平
成
30
年
９
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
12
月
20
日（
木
）

※
授
業
料
、
入
校
料
は
無
料
で
す
。

　

校
内
に
寮
も
完
備
し
て
ま
す
。
入
寮

は
任
意
で
す
（
介
護
に
つ
い
て
は
対
応

し
て
い
ま
せ
ん
）。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け

ら
れ
た
方
は
、
雇
用
保
険
の
延
長
、
職

業
訓
練
受
講
給
付
金
・
訓
練
手
当
の
支

給
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　問　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
　

☎
０
９
９
６ｰ
44ｰ

２
２
０
６

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
対
す
る
解
決
の

促
進
を
図
る
た
め
に
、
県
で
は
「
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
解
す
る
週

間
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

誤
っ
た
隔
離
政
策
に
よ
っ
て
、
強
制

的
に
隔
離
さ
れ
、
ご
本
人
だ
け
で
な

く
、
ご
家
族
も
偏
見
や
差
別
を
受
け
、

か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
方
々
の
人
生

が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　　

病
気
が
治
っ
て
も
家
族
の
元
へ
帰
れ

ず
、
社
会
復
帰
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
、

今
も
な
お
、
多
く
の
方
々
が
療
養
所
で

の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
い
間
、
偏
見
や
差
別
に
苦
し
め
ら

れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
っ
た
方
々
等

が
、
平
穏
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
、
ま
た
、
二
度
と

こ
の
よ
う
な
悲
し
い
歴
史
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
は
何
か
を
正

し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
知
識

・ 

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
に
よ
っ
て

お
こ
る
感
染
症
で
、
伝
染
病
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
早
期
発
見
と
早
期
治
療
に
よ

り
短
期
間
で
完
治
す
る
病
気
で
す
。
わ

が
国
に
感
染
源
と
な
る
も
の
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

・  

ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
っ
た
方
々
の
身
体

の
変
形
は
、
診
断
や
治
療
が
遅
れ
た
こ

と
に
よ
る
後
遺
症
で
す
。

・  

国
は
平
成
８
年
の
「
ら
い
予
防
法
」

廃
止
ま
で
、
こ
の
隔
離
政
策
を
と
り
続

け
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
る
こ
の
隔
離

政
策
な
ど
に
よ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
怖

い
病
気
と
い
う
誤
っ
た
考
え
が
定
着

し
、
そ
の
こ
と
が
様
々
な
偏
見
・
差
別

や
人
権
侵
害
を
引
き
起
し
ま
し
た
。

　

昭
和
24
年
頃
に
は
、
特
効
薬
で
完
治

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
偏
見
や

差
別
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
っ
た
方
々
等
は
、

今
も
根
強
く
残
る
偏
見
・
差
別
に
苦
し

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

◆
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

◆
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

　
　
　
　
　
　

正
し
く
理
解
す
る
期
間

　
　
　
　
　
　

正
し
く
理
解
す
る
期
間

　
　

平
成

　
　

平
成
3030
年
６
月

年
６
月
1717
日
（
日
）

日
（
日
）

                                  
                                  

〜
６
月

〜
６
月
2323
日（
土
）

日（
土
）

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
ま
す
。

◆
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

１　

等　
　

５
億
円
×
21
本　

　

前
後
賞　

各
１
億
円
×
42
本

　

※ 

６
等
ま
で
あ
り
ま
す
。
夏
祭
り
賞

（
２
万
円
）
も
有
り
。

　

 （
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
６
３
０

億
円
・
21
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

◆
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　

１　

等　
　

５
０
０
０
万
円
×
50
本

　

前
後
賞　
各
１
０
０
０
万
円
×
１
０
０
本

　

※ 

７
等
ま
で
あ
り
ま
す
。
夏
祭
り
ミ

ニ
賞
（
２
万
円
）
も
有
り
。

　

 （
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
３
０
０

億
円
・
10
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

◆
発　

売　

　

平
成
30
年
７
月
９
日
（
月
）　　

　

　
　
　
　

〜
平
成
30
年
８
月
３
日
（
金
）

◆
抽
選
日　

　

平
成
30
年
８
月
14
日
（
火
）

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
解

す
る
週
間
に
関
す
る
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
鹿
児
島
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校
訓
練
生
募
集

今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
は
１
等
・
５
億
円
！
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●
場
所　

大
隅
地
域
振
興
局
１
階

●
場
所　

大
隅
地
域
振
興
局
１
階

●
申
込
方
法　

●
申
込
方
法　

　

事
前
予
約
を
優
先
し
ま
す
。
詳
し
く

　

事
前
予
約
を
優
先
し
ま
す
。
詳
し
く

　

は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

県
交
通
事
故
相
談
所

　

県
交
通
事
故
相
談
所

　
　

☎

　
　

☎
０
９
９

０
９
９ｰー

２
８
６

２
８
６ｰー

２
５
２
６

２
５
２
６

　　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
鹿
屋

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
鹿
屋

地
域
事
務
所
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛

地
域
事
務
所
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛

隊
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

隊
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

平
成

●
日
時　

平
成
3030
年
７
月
１
日
（
日
）　

年
７
月
１
日
（
日
）　

　

１
回
目　

　

１
回
目　

1010
時
〜
時
〜
1111
時時

　

２
回
目　

２
回
目　

1313
時
〜
時
〜
1414
時時

●
場
所　

鹿
屋
合
同
庁
舎
４
階
会
議
室

場
所　

鹿
屋
合
同
庁
舎
４
階
会
議
室

　
　
　
　

（
鹿
屋
市
西
原
４ｰ

５ｰ

１
）

●
対
象　

 

高
卒
（
見
込
含
む
）
27
歳
未  

満
の
男
女
及
び
保
護
者

問　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

　
　

鹿
屋
地
域
事
務
所 

　
　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

４
３
８
６

　

自
動
車
税
と
個
人
事
業
税
の
納
税

　

自
動
車
税
と
個
人
事
業
税
の
納
税

は
、
電
気
料
金
な
ど
と
同
様
に
口
座
振

は
、
電
気
料
金
な
ど
と
同
様
に
口
座
振

替
が
利
用
で
き
ま
す
。

替
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
金
融
機

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
金
融
機

関
に
納
め
に
行
く
必
要
が
な
く
、
取
引

関
に
納
め
に
行
く
必
要
が
な
く
、
取
引

金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

　

大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合
で
は
、
平

　

大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合
で
は
、
平

成成
3131
年
度
を
始
期
と
す
る
火
葬
場
き
も

年
度
を
始
期
と
す
る
火
葬
場
き
も

つ
き
苑
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま

つ
き
苑
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま

す
。
す
。

　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
７
月
初

　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
７
月
初

旬
に
大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合
ホ
ー
ム

旬
に
大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（

ペ
ー
ジ
（http://osum

ikim
okou.jp/

http://osum
ikim

okou.jp/

））

で
公
表
し
ま
す
。

で
公
表
し
ま
す
。

問　　

大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合
環
境
衛
生
課

大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合
環
境
衛
生
課

　
　

☎
０
９
９
４

　
　

☎
０
９
９
４ｰー

6363ｰー

０
１
６
８

０
１
６
８

　

防
災
行
政
無
線
は
、
普
段
の
行
事
等

の
お
知
ら
せ
に
利
用
し
て
お
り
ま
す
が
、

災
害
時
に
は
緊
急
連
絡
の
放
送
を
行
い

ま
す
。
早
急
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

設
置
が
お
済
み
で
な
い
ご
家
庭
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
下
さ
い
。　

　
　問　

役
場
総
務
課
（
☎ 

63ｰ

３
１
３
１
）

納
税
さ
れ
ま
す
の
で
大
変
便
利
で
す
。

納
税
さ
れ
ま
す
の
で
大
変
便
利
で
す
。

預
金
口
座
に
ご
使
用
の
印
鑑
を
お
持
ち

預
金
口
座
に
ご
使
用
の
印
鑑
を
お
持
ち

に
な
っ
て
各
金
融
機
関
へ
お
申
し
出
く

に
な
っ
て
各
金
融
機
関
へ
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
な
お
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ

だ
さ
い
。
な
お
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便

き
ま
し
て
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便

局
の
窓
口
に
備
え
付
け
の
「
自
動
払
込

局
の
窓
口
に
備
え
付
け
の
「
自
動
払
込

利
用
申
込
書
」
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

利
用
申
込
書
」
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
動
車
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　

ま
た
、
自
動
車
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
平
成
3030
年
４
月
以
降
に
申
し
込
み
さ
れ

年
４
月
以
降
に
申
し
込
み
さ
れ

ま
す
と
、
口
座
振
替
は
平
成

ま
す
と
、
口
座
振
替
は
平
成
3131
年
度
か

年
度
か

ら
の
開
始
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

ら
の
開
始
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

問　

県
庁
税
務
課

　

県
庁
税
務
課

　
　

☎

　
　

☎
０
９
９

０
９
９ｰー

２
８
６

２
８
６ｰー

２
１
９
６

２
１
９
６

　　

東
串
良
町
衛
生

自
治
団
体
連
合
会

で
は
、
６
月
不
法

投
棄
監
視
活
動
の

強
化
と
、
ご
み
の

排
出
抑
制
・
再
生

利
用
等
に
よ
る
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
さ
せ
な
い
綺
麗

　

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
さ
せ
な
い
綺
麗

な
町
づ
く
り
を
心
が
け
、
ご
み
は
適
切

な
町
づ
く
り
を
心
が
け
、
ご
み
は
適
切

に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

問　

事
務
局　

役
場
住
民
課　

環
境
係

　

事
務
局　

役
場
住
民
課　

環
境
係

　
　
（

　
　
（
東
串
良
町
衛
生
自
治
団
体
連
合
会

東
串
良
町
衛
生
自
治
団
体
連
合
会
））

　
　

☎

　
　

☎
０
９
９
４

０
９
９
４ｰー

6363ｰー

３
１
０
２

３
１
０
２

　

風
水
害
、
震
災
、
火
災
な
ど
の
災
害
に

　

風
水
害
、
震
災
、
火
災
な
ど
の
災
害
に

よ
っ
て
住
宅
な
ど
の
財
産
に
損
害
を
受
け

よ
っ
て
住
宅
な
ど
の
財
産
に
損
害
を
受
け

た
場
合
は
、
損
害
の
程
度
に
応
じ
て
県
税

た
場
合
は
、
損
害
の
程
度
に
応
じ
て
県
税

（
個
人
事
業
税
、
自
動
車
税
、
不
動
産
取

（
個
人
事
業
税
、
自
動
車
税
、
不
動
産
取

得
税
、
産
業
廃
棄
物
税
、
個
人
県
民
税
）

得
税
、
産
業
廃
棄
物
税
、
個
人
県
民
税
）

の
減
免
や
納
付
期
限
の
延
長
な
ど
の
措

の
減
免
や
納
付
期
限
の
延
長
な
ど
の
措

置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
措
置
を
受
け
る
に
は
、
損

　

こ
れ
ら
の
措
置
を
受
け
る
に
は
、
損

害
金
額
が
事
業
用
資
産
の
価
額
の
２
分

害
金
額
が
事
業
用
資
産
の
価
額
の
２
分

の
１
以
上
で
あ
る
な
ど
一
定
の
要
件
が

の
１
以
上
で
あ
る
な
ど
一
定
の
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
最
寄
り
の

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
最
寄
り
の

地
域
振
興
局
な
ど
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

地
域
振
興
局
な
ど
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

問　

大
隅
地
域
振
興
局
県
税
課

　

大
隅
地
域
振
興
局
県
税
課

　
　

☎

　
　

☎
０
９
９
４

０
９
９
４ｰー
5252ｰー
２
０
９
８

２
０
９
８

　　

県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、
大
隅
地

県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、
大
隅
地

域
振
興
局
に
お
い
て
定
期
的
な
出
張
相

域
振
興
局
に
お
い
て
定
期
的
な
出
張
相

談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
６
月

談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
６
月
1515
日
か
日
か

ら
７
月
末
ま
で
の
相
談
は
次
の
と
お
り

ら
７
月
末
ま
で
の
相
談
は
次
の
と
お
り

実
施
す
る
予
定
で
す
。

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
。

●●  

日
時　
日
時　

　

平
成

　

平
成
3030
年
６
月

年
６
月
2828
日
（
木
）、

日
（
木
）、

                     
                     

７
月
７
月
1212
日（
木
）、

日（
木
）、2626
日（
木
）

日（
木
）

　

午
前

　

午
前
1010
時時
3030
分
〜
午
後
２
時

分
〜
午
後
２
時

　
（
受
付
は
午
後
１
時

　
（
受
付
は
午
後
１
時
3030
分
ま
で
）

分
ま
で
）

き
も
つ
き
苑
の
指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す

自
然
災
害
に
よ
る
税
の
減
免
制

度
に
つ
い
て

交
通
事
故
相
談
所
が
実
施
す
る

出
張
相
談
に
つ
い
て

自
衛
隊
制
度
説
明
会
の
お
知
ら
せ

県
税
の
口
座
振
替
を
利
用
し
ま

せ
ん
か

ポ
イ
捨
て
を
さ
せ
な
い
綺
麗
な
町

づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の

設
置
が
お
済
み
で
な
い
方
へ
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 東串良町総合センター内 図書室　　　開室時間：午前 9 時～午後 5 時
 【お問い合わせ先】総合センター　☎ （０９９４）６３- ２１２２（代）

************************************************************************************

毎月 23 日は、家庭読書の日　　　
お一人３冊まで借りられます（通常は２冊まで）。是非、ご利用ください。

　　　　

子どもといっしょに読書の日 6 月 23 日（土）

一
般
書

■｢

極
上
の
孤
独
」

　
　
　
　
　

下
重
暁
子　

著

　

孤
独
ほ
ど
、
贅
沢
で
愉
快

な
も
の
は
な
い
。
一
人
を
こ

よ
な
く
愛
す
る
著
者
が
、
孤

独
の
効
用
を
語
り
尽
く
し
た

話
題
の
一
冊
。
マ
イ
ペ
ー
ス

で
無
理
な
く
自
然
体
で
生
き

て
い
こ
う
と
い
う
内
容
が
、

著
者
の
半
生
と
共
に
綴
ら
れ

て
い
ま
す
。

一
般
書

■｢

老
後
ぐ
ら
い
好
き
に
さ

　
　

せ
て
よ
」

                 　

野
末
陳
平　

著

  

『
老
後
の
居
場
所
は
退
職
前

か
ら
探
し
て
お
く
』『
老
後

は
お
金
の
欲
を
封
印
せ
よ
』

『
自
分
自
身
が
介
護
の
身
に

な
っ
た
ら
』
等
々
ち
ょ
っ
と

し
た
老
後
へ
の
心
が
ま
え
、

知
っ
て
お
き
た
い
実
用
的
な

コ
ツ
が
80
代
の
視
点
か
ら
綴

ら
れ
た
一
冊
。

絵
本

■｢

じ
か
ん
だ
よ
ー
！｣

　
　

さ
い
と
う
し
の
ぶ　

文

 

「
み
ん
な
ー
！
も
う
す
ぐ
じ

か
ん
だ
よ
ー
！
し
ゅ
う
ご

う
！
」
プ
チ
ト
マ
ト
の
声

に
集
ま
っ
て
き
た
の
は
ハ
ン

バ
ー
グ
、オ
ム
ラ
イ
ス
、き
ゅ

う
り
に
レ
タ
ス
。
で
も
な
に

か
足
り
ま
せ
ん
。
遅
れ
て

や
っ
て
き
た
の
は
…
。
森
の

カ
フ
ェ
で
の
楽
し
い
お
話
。

絵
本

■｢

い
っ
し
ょ
の
ち
が
う
も
の｣

　
　

さ
る
び
あ
亭
か
ー
こ　

文

  

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
も
っ

て
い
る
ア
レ
ッ
ク
は
、
体
に

合
う
も
の
だ
け
を
食
べ
て
い

ま
す
。
給
食
を
食
べ
ら
れ
な

い
ア
レ
ッ
ク
に
み
ん
な
は
い

ろ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
き
ま

す
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
絵
本
。

一
般
書

■｢
夏
空
の
プ
レ
ア
デ
ス
」

         　
　
　

雨
露
山
鳥　

著

  

オ
リ
ヒ
メ
は
南
の
島
に
暮

ら
す
中
学
生
の
女
の
子
。
満

天
の
星
の
下
、
彼
女
の
前
に

現
れ
た
の
は
未
来
人
を
名

乗
る
不
思
議
な
人
物
。「
謎
」

を
解
き
な
が
ら
読
み
進
め
る

先
に
あ
る
「
真
実
」
と
は
？

現
役
東
大
生
デ
ビ
ュ
ー
作
。

一
般
書

■｢

魔
力
の
胎
動
」

       　
　
　

東
野
圭
吾　

著

 

「
ラ
プ
ラ
ス
の
魔
女
」
の
事

件
以
前
の
物
語
が
、
５
つ
短

篇
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
鍼

灸
師
工
藤
ナ
ユ
タ
と
、
特
殊

能
力
を
持
つ
羽
原
円
華
の
二

人
を
メ
イ
ン
に
綴
ら
れ
る
物

語
。
第
５
章
で
は
、
ラ
プ
ラ

ス
の
魔
女
で
描
か
れ
た
事
件

の
真
相
が
明
ら
か
に
…
。
二

冊
セ
ッ
ト
で
読
む
と
よ
り
面

白
い
!?

一
般
書

■｢

虚
談
」

          　
　
　

京
極
夏
彦　

著 
    

元
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
小
説
家

で
、一
部
の
友
人
か
ら
「
ナ
ッ

ち
ゃ
ん
」と
呼
ば
れ
る「
僕
」。

あ
る
日
、
高
校
時
代
の
同
級

生
か
ら
相
談
を
受
け
る
が
、

そ
の
内
容
は
な
ん
と
も
不
思

議
な
も
の
だ
っ
た
。
ミ
ス
テ

リ
ー
感
あ
ふ
れ
る
全
９
篇
の

連
作
集
。          

         　

一
般
書

■｢

逃
げ
る
力
」

　
　
　
　
　

百
田
尚
樹　

著

 

「
逃
げ
る
」
と
い
う
行
為
は

消
極
的
で
後
ろ
向
き
な
事
な

の
か
？
実
は
戦
う
時
に
分
泌

さ
れ
る
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
は
、

逃
げ
る
時
に
も
分
泌
さ
れ
る

の
だ
と
い
う
。
動
物
や
戦
国

武
将
の
例
も
あ
げ
な
が
ら
時

に
逃
げ
る
こ
と
の
重
要
性
に

つ
い
て
語
ら
れ
た
一
冊
。

         　

新刊紹介
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満一歳すこやかスナップ満一歳すこやかスナップ

父：博昭さん　母：王 丹さん
★保護者から一言★

誕生日おめでとう !!健康でスクスク
と育っているのが何よりです。

最初に話す言葉は？いつ歩くの？
と成長を楽しみにしています。

市野　夢
ゆ め じ

七ちゃん
（にぎやかタウン雪山）

平成 29 年 6 月 30 日生まれ

父：裕司さん　母：侑子さん
★保護者から一言★

來杏ちゃん 1歳おめでとう♥
これからも元気に
笑って遊ぼうね！

今門　來
く れ あ

杏ちゃん
（新町上）

平成 29年 6月 16日生まれ

　

５
月
12
日

（
土
）、
青
年
団
活
動
の
一

環
と
し
て
、
「
唐
仁
古
墳
群
巡
り
」
を
行

い
ま
し
た
。

　

私
達
の
町
に
は
、
国
指
定
史
跡
で
あ
る

１
３
０
基
の
古
墳
が
身
近
に
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
古
墳
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
知

ら
な
い
団
員
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
そ
こ

で
、
青
年
団
О
Ｂ
で
も
あ
り
、
町
文
化
財

担
当
で
も
あ
る
大
﨑
彩
さ
ん
を
講
師
と
し

て
招
き
勉
強
を
し
ま
し
た
。

　

郷
土
研
修
館
で
発
掘
さ
れ
た
土
器
な
ど

を
見
学
し
た
り
、
実
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
古

墳
を
歩
い
て
巡
っ
た
り
す
る
中
で
、
な
ぜ
古

墳
の
上
に
神
社
が
あ
る
の
か
、
こ
れ
ら
の

古
墳
は
誰
の
お
墓
な
の
か
な
ど
、
未
だ
明

か
さ
れ
て
い
な
い
謎
が
数
多
く
あ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
、
古
墳
の
す
ば
ら
し
さ
を
町
内
外
に
広

め
、
東
串
良
町
の
様
々
な
魅
力
を
今
後

さ
ら
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

父：新司さん　母：綾香さん
★保護者から一言★

お姉ちゃんと一緒で、お歌が大好き
なつかさちゃん！いつもニコニコと

元気をくれてありがとう。
祝 1歳、おめでとう♥

濱脇　つかさちゃん
（下之馬場）

平成 29年 6月 27日生まれ

青
年
団
通
信

青
年
団
通
信

第
16
回

～
唐
仁
古
墳
群
巡
り
～

～
唐
仁
古
墳
群
巡
り
～

▲▲ 第１号古墳を観察している様子 第１号古墳を観察している様子 ▲▲ 講師の説明を受けている様子 講師の説明を受けている様子▲▲ 郷土研修館での様子 郷土研修館での様子
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セーフティライフセーフティライフ

く  に  み  岳く  に  み  岳 みんなで  つくろう  安全安心のまち 「車内安全運動」推進中「車内安全運動」推進中

地域安全ニュース  平成 30年 6月号（第 277 号）  肝付地区防犯協会　　☎（0994）65‐ 0110  （内線 583）

★春の地域安全運動期間中における防犯キャンペーン実施
　春の交通安全・地域安全運動期間中（4 月 6 日～ 4 月 15 日まで）管内 4 箇所において、街頭キャンペーン
を実施しました。
　４月 10 日、午前 11 時から東串良町役場前、同日午後 2 時から肝付町内之浦総合支所前、同日午後 4 時か
ら肝付町東部消防分団詰所前において、両町（肝付町・東串良町）交通安全町民推進協議会と肝付警察署が
連携し、安全運転に努め事故を起こさないように、通行ドライバーに対し注意を呼び掛けました。
　キャンペーンでは、警察署から防犯チラシと防犯ティッシュをそれぞれの地域で配布するとともに、東串
良町役場前と肝付町東部消防分団詰所前では飲み物を、内之浦総合支所前では、内之浦の辺塚ダイダイを原
料として造られたソーダジュースを配布し、安全運転と「安全・安心なまちづくり」運動を展開しました。
　また年金支給日の 4 月 13 日、鹿児島銀行高山支店駐車場においてキャンペーンを実施し、来行者にオリ
ジナルうちわとチラシ、ティッシュの配布を行い、うそ電話詐欺被害防止を呼び掛けました。

▲ 東串良町役場前 ▲ 鹿児島銀行高山支店▲ 肝付町東部消防分団詰所前▲ 内之浦総合支所前

自転車盗難防止モデル校指定 !!

　本年度は、自転車盗難防止モデル校に国見
中学校が指定され、4 月 12 日同校体育館にお
いて全校生徒が集合し、指定書の交付式が行
われました。大山警察署長が「自転車の盗難は、
ほとんどが鍵をかけていない状態です。二重
ロックするなどして、盗難防止を心がけ、他
の学校の模範となるようルールを守ってくだ
さい。」とお願いし、指定書が交付されました。
　交付を受け、生徒会代表が「防犯登録や二
重ロック、ヘルメットの着用等のルールを守
ります。」と安全宣言しました。

★不審者対応模擬訓練

　4月 24日、東串良町立池之原小学校において「子ど
もを迎えに来た」と不審者が侵入してくるという想定
で、不審者対応訓練が実施されました。訓練後は、体
育館において 3 年生・6 年生の代表者に知らない人から
声を掛けられ、「こども 110 番の家」に駆け込み、被害
の状況を伝えるまでの対処訓練が実施されました。小
学生の皆さんは、真剣に訓練に参加していました。最
後に、肝付警察署生活安全刑事課笹平代理による講話
があり、『声をかけられたら自分の命を守るために、ま
ず相手と距離をとる、防犯ブザーを鳴らす、大声をあ
げて逃げる、「いかのおすし」を思い出して被害に遭わ
ないようにすること』をお願いしました。

刑　法　犯　認　知　件　数（肝付署管内）
（平成 30 年 4 月末現在）

凶悪犯   0 件（± 0件）
窃
盗
犯
の
内
訳

万 引 き 9件 （＋ 5件）
粗暴犯 2 件（－ 1件） 自 動 車 盗 0件 （± 0件）
窃盗犯 13 件 （± 0件） オートバイ盗 0件 （± 0件）
知能犯   5 件（＋ 5件） 自 転 車 盗 1件 （＋ 1件）
風俗犯   0 件（± 0件） 車 上 ね ら い 1件 （－ 1件）
その他   0 件（－ 2件） そ の 他 2件 （－ 5件）
総　数 20 件（＋ 2件） 合 計 13 件（± 0件）

※（　）内は、前年同月比

★「車内安全運動」推進中
車上ねらいに注意 !!

～鍵かけて、金置かざれば、被害なし～
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5 月 1日現在／人口の動き
（外国人を含む）

女
（ ）̶４
（ ）̶３

男

合　計
世帯数

3536

3239
6663

3127

当　月
（5月 1日現在） （前月比）

転　入　27人
転　出　21人

出　生　 ２人
死　亡　15人

3539
3131

6670
3241

（ ）̶７
）（ ̶２

前　月
（4月 1日現在）

郷
愁
（
水
無
月
）　

高
崎　

唯
子

小
魚
の

　

水
撥は

ね
る
音

　
　
　
　
　

 ※

夏
の
夕

　

昔
、
本
町
俣
瀬
西
か
ら
水
窪
、
下
伊

倉
方
面
に
向
う
途
中
、
肝
付
川
改
修
に

伴
う
旧
河
川
跡
が
残
っ
て
お
り
、
小
橋

が
架
か
っ
て
い
た
。
旧
河
川
は
止
水
に

な
っ
て
い
て
日
が
暮
れ
る
と
小
魚
が
跳

ね
て
い
た
。

泥ぬ

か

る

み
濘
に

　

轍わ
だ
ち

ぬ
か
っ
て

　

 
※

梅
雨
の
馬
車　

　

梅
雨
時
の
泥
濘
は
始
末
が
悪
い
。
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
な
か
っ
た
時
代
、

馬
車
が
唯
一
の
公
共
交
通
機
関
だ
っ

た
。
舗
装
な
ど
な
い
地
道
の
ま
ま
の
田

舎
道
で
は
馬
車
が
泥
濘
に
嵌は
ま
っ
て
立
住

生
し
て
い
た
。

※ 

各
句
内
の
季
語

短
歌
会
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

短
歌
会
で
は
、
町
内
外
の
皆
様
で
、
故
郷
へ
の
想
い
や
日
常
の

素
朴
な
題
材
を
詠
っ
た
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
永
田
：
63
―

２
３
８
５
）

東
串
良
町
短
歌
会　

投　

稿　
　

広 告

花
の
た
よ
り
食
の
便
り
も
老
い
し
身
の
耳
を

　

素
通
り
耳
を
ゆ
く
の
み 

藤
元
美
保
子

代
掻
き
を
終
え
し
田
に
舞
う
白
鷹
は

　

一
幅
の
絵
を
見
る
ご
と
し
雅
び
な
り 

福
永　

康
子

お
ね
だ
り
に
無
視
の
洗
礼
堰せ

き

切
れ
て

　

倍
の
盛
り
上
げ
大
谷
囲
む 

永
田　

康
朗

亡
き
母
に
⑦
嫁
も
可
愛
い
人
の
娘こ

⑧
と

　

聞
き
居
り
我
は
嫁
を
娘
と 

柚
木
原
み
つ
え

傷
つ
け
し
吾
が
言
の
葉
を
戒い

ま

し
む
る

　

不
眠
の
夜よ

わ半
の
苦く

と
う闘

は
永
し 

松
矢　

京
子

吾
が
任
の
重
き
負
託
に
苛
ま
れ

　

寸
暇
に
癒
す
庭
い
じ
り
か
な 

田
之
畑　

稔
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戸
籍
の
窓

子育て支援センターひまわり館

ひまわり通信ひまわり通信
ひまわりカレンダー　ひまわりカレンダー　【【６ 月１日～30日予定表６ 月１日～30日予定表】】

★ 午前 10 時～午後３時の間なら、何時でも自由に利用できます。
　（カレンダ－記載の活動は午前中に行っています。）
★ ０歳から就学前のお子様をお持ちの方ならどなたでも、無料でご利用できます。（町外可）

■お問い合わせ先 東串良町委託事業子育て支援センター
 ひまわり館（青葉保育園内）　
 ☎（３５）-１５５５

日 月 火 水 木 金 土

６／１ ２

カレンダーづくり 休館休館

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

休館休館 好きな遊びを
楽しもう

ドライブごっこ
（総合体育館） 休館休館 お父さんに

プレゼントを作ろう
トランポリンで

遊ぼう 休館休館

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

休館休館 運動あそび アロマ虫除け
スプレーを作ろう 休館休館 てるてる坊主づくりとお茶

（ひっとべ館） トンネルあそび 休館休館

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

休館休館 身体測定 親子で体操
（総合センター） 休館休館 ベビーマッサージ

（ひまわり館） 小麦粉粘土 休館休館

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

休館休館 魚釣りゲーム
をしよう

親子でエアロビ
（総合センター） 休館休館 マイケルと一緒に

英語にトライ！ お楽しみ会 休館休館

（
敬
称
略
）

   

4
月
13
日
〜
5
月
12
日

『
戸
籍
の
窓
』
で
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
役
場
住
民
課

窓
口
等
で
申
出
の
あ
っ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

町
社
協
だ
よ
り
（
5
月
12
日
現
在
）

◎
香
典
返
し
と
し
て
、
次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福

　

祉
協
議
会
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
大
塚
の
故･

新
原
ス
ミ
さ
ん
の
ご
遺
族

　

高
田
京
子
さ
ん
か
ら

▼
別
府
原
中
一
の
故･

有
留
利
光
さ
ん
の
ご
遺
族

　

有
留
優
子
さ
ん
か
ら

▼
豊
栄
上
の
故･

前
田
英
雄
さ
ん
の
ご
遺
族

　

前
田
マ
サ
子
さ
ん
か
ら

▼
俣
瀬
西
の
故･

平
原
政
行
さ
ん
の
ご
遺
族

　

谷
口
祥
子
さ
ん
か
ら

▼
ル
ー
ピ
ン
の
里
の
故･

松
留
キ
ミ
さ
ん
の
ご
遺
族

　

松
留
勇
さ
ん
か
ら

　

氏　

名

　

下
西　

浬か
い
り

　

髙
野　

勇ゆ
う
り利

　

柚
木　

美み
あ亜

　

久
保　

恒わ
た
り琳

　

深
澤　

優ゆ
う
か華

　

村　

心こ
は
く珀

保
護
者

涼
太

千
春

竜
一

聖
実

貢
治

香
菜

逸
朗

璃
姫

智
允

貴
子

広
志

直
美

振
興
会

岩

弘

中

豊
栄
三
下

池
之
原
下

池
之
原
下

川

西

一

川

西

二

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

年
齢

九
三

七
六

八
四

八
七

九
七

　

氏　

名

　

新
原　

ス
ミ

　

有
留　

利
光

　

前
田　

英
雄

　

平
原　

政
行

　

松
留　

キ
ミ

振
興
会

大

塚

別
府
原
中
一

豊

栄

上

俣

瀬

西

ル
ー
ピ
ン
の
里

ご
結
婚
お
め
で
と
う

本
籍

熊
本
県

川
東

 

現
住
所

志
布
志
市

    

氏　

名

上
田　

隼
也

門
倉　

貴
子

お
誕
生
お
め
で
と
う

31 2018.6　広報東くしら



●発行／東串良町企画課　　　　●発行日／平成 30 年６月 11 日
〒 893 － 1693　鹿児島県肝属郡東串良町川西 1543　☎ 0994 － 63 － 3122　Fax　0994 － 63 － 3138
東串良町のホームページ　http://www.higashikushira.com　　E-mail　kikaku@higashikushira.com

こよみ
日 行　　　　事 ごみ

日 行　　　　事 ごみ
28
木

13
水

29
金

14
木

30
土

15
金

1
日

16
土

２
月

・肺がん検診 保

17
日

・ 東串良ルーピン・少年団
バレーボール大会 総  

３
火

・肺がん検診 総  午前
　　　　　　改  午後

18
月

・厚生連巡回健診                       
　　　　　 保 AM7:15 ～

４
水

・結核レントゲン検診

19
火

・厚生連巡回健診                       
　　　　　 保 AM7:15 ～ 

５
木

・結核レントゲン検診

20
水

・厚生連巡回健診                       
　　　　　 保 AM7:15 ～

６
金

 ・結核レントゲン検診

21
木

・厚生連巡回健診                       
　　　　　保 AM7:15 ～

７
土

22
金

・ペンギン学級
                      保 PM1:00 ～

８
日

・ペンギン学級
                        保 AM9:00 ～ 

23
土

家庭読書の日
９
月

・結核レントゲン検診
・いきいき体操  福 AM9:30 ～

24
日

10
火

・１歳６か月児健診
                        保 PM1:00 ～

25
月

・いきいき体操
　　　　　　　  福  AM9:30 ～

11
水

26
火

・母子健康相談
                        保 PM1:00 ～

12
木

27
水

・歯みがき教室
                        保 PM1:00 ～

6/13      7/12

課　　　名 直通番号
住 民 課 ６３－３１０２
福 祉 課 ６３－３１０３
税 務 課 ６３－３１０９
会 計 室 ６３－３１２１
総 務 課 ６３－３１３１
企 画 課 ６３－３１２２
農 林 水 産 課 ６３－３１２３
建 設 課 ６３－３１２６
農 業 委 員 会 ６３－３１２９
議 会 事 務 局 ６３－３１３２
監 査 委 員 室 ６３－３１３２
管 理 課 ６３－３１３３
社 会 教 育 課 ６３－３１３４

東串良町役場ダイヤルイン番号

消防案内　0994-43-0119（テープ）
日曜・祝日・夜間等

急患のための当番医です。
－ 火事・救急は『１１９』番へ －

★納期限までに納入しましょう。
※ 公共料金の納付を口座振替で希望している方

は残高をご確認ください。

※変更される場合があります。ご注意ください。

水道漏水当番
63-2454６月 （株）吉留組
63-0757７月 （有）野村設備工業

CALENDARCALENDAR
日曜在宅医当番

63-787817日 黎明脳神経外科医院

 ７月1日 花田整形外科 63-1379
63-2134８日 山路医院

63-852224日 児玉医院

６月の納税等
（７月２日）口 座 引 落 日

町 県 民 税 （　１　期　）

：市街地区ごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00

：農村地区ごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00

：その他燃やせないごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00

：ストックヤード（電池・電球・体温計等）
　AM7:00 ～ AM8:00

：資源ごみ収集
　AM7:00 ～ AM8:00

：資源ごみ中央収集
　AM9:00～AM12:00　PM1:00～PM4:00

ごみ収集 清掃センター　（63）0168

役 場
保 健 セ ン タ ー
総 合 セ ン タ ー
総 合 体 育 館
町 民 運 動 場
多 目 的 広 場
屋内ゲートボール場
池 之 原 小 学 校
柏 原 小 学 校
東 串 良 中 学 校
農村環境改善センター
福 祉 セ ン タ ー
地域包括支援センター
物 産 館
に こ に こ 館
柏 原 簡 易 郵 便 局
有機堆肥センター

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

（63）3131
（63）3131
（63）2122
（63）9888
（63）9888
（63）9888
（63）9888
（63）2048
（63）8504
（63）2071
（63）8881
（63）4760
（63）0930
（62）8701
（63）0280
（63）0281
（63）4507
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経


